
 

 

 

 

 

議案第２７号 鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正 
する条例について 

 

 

   鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する 
条例案要綱 

 
１ 制定の目的 
  指定管理施設移行に伴う利用料金制の導入のため、関係条例の一部を改正
することを目的とします。 

 
２ 制定の内容 
  次の条例における施設に関して、指定管理施設への移行に伴う利用料金の
定義等所要の整理をすることとします。 

   鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例（昭和４８年鳥取市条例第４ 
８号）の一部改正（第１条関係） 
ア 鳥取市河原町総合体育館 
イ 鳥取市河原町勤労者体育館 
ウ 鳥取市気高町勤労者体育センター 
エ 鳥取市青谷町体育館 

   鳥取市プールの設置及び管理に関する条例（昭和４９年鳥取市条例第２
５号）の一部改正（第２条関係） 

   鳥取市国府町農村勤労福祉センタープール 
   鳥取市テニス場の設置及び管理に関する条例（昭和５５年鳥取市条例第

２号）の一部改正（第３条関係） 
  ア 鳥取市龍見台テニスコート 

イ 鳥取市青谷町グラウンドテニスコート 
   鳥取市海洋センターの設置及び管理に関する条例（昭和５９年鳥取市条

例第２２号）の一部改正（第４条関係） 
  ア 鳥取市佐治町 B&G 海洋センター 

イ 鳥取市気高町 B&G 海洋センター 
ウ 鳥取市鹿野町 B&G 海洋センター 
 
 
 

８月定例教育委員会 資料 
年月日  平成２９年８月３０日 
担当課  生涯学習・スポーツ課 
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   鳥取市多目的運動広場の設置及び管理に関する条例（平成１６年鳥取市

条例第１１１号）の一部改正（第５条関係） 
  ア 鳥取市佐治町多目的運動広場 

イ 鳥取市気高町運動広場 
ウ 鳥取市鹿野町運動広場 
エ 鳥取市青谷町農村広場 

   鳥取市農林漁業者トレーニングセンターの設置及び管理に関する条例
（平成１６年鳥取市条例第１２０号）の一部改正（第６条関係） 

  ア 鳥取市気高町農業者トレーニングセンター 
イ 鳥取市鹿野町農業者トレーニングセンター 
ウ 鳥取市青谷町農林漁業者トレーニングセンター 

 
   鳥取市コミュニティ施設の設置及び管理に関する条例（平成１６年鳥取 
市条例第１４５号）の一部改正（第７条関係） 

   鳥取市国府町コミュニティセンター 
  鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例（平成１６年鳥
取市条例第１５０号）の一部改正（第８条関係） 

   鳥取市青谷町グラウンド 
  
３ 施行期日等 
   この条例は、平成３０年４月 1 日から施行することとします。（附則第 1 

項関係） 
   所要の経過措置を設けることとします。（附則第２項関係） 
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議案第１３７号 

   鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部改正について 

 鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部を次のように改正する。 

  平成２９年９月４日提出 

 

                       鳥取市長 深 澤 義 彦    

 

   鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例 

 （鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第１条 鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例（昭和４８年鳥取市条例第４８

号）の一部を次のように改正する。 

  第７条中「第２項から第８項」を「第４項から第９項」に改める。 

  第１７条第１項中「鳥取市民体育館」の次に「、鳥取市河原町総合体育館、鳥取

市河原町勤労者体育館、鳥取市気高町勤労者体育センター及び鳥取市青谷町体育

館」を加える。 

  第１９条第１項中「別表第１項」の次に「から第３項まで」を加える。 

  別表中第８項を第９項とし、第７項を第８項とし、第６項を削り、同表第５項中

「・鳥取市河原町勤労者体育館」及び「・鳥取市気高町勤労者体育センター・鳥取

市青谷町体育館」を削り、同項を同表第７項とし、同表中第２項から第４項までを

２項ずつ繰り下げ、第１項の次に次の２項を加える。 

 ２ 鳥取市河原町総合体育館利用料金 

時間 午前９時～正 正午～午後５ 午後５時～午 

区分 午 時 後１０時 
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競技場 全面 一般 １時間につき

３６０円

１時間につき

４００円

１時間につき

４４０円

小学生、中学 

生、高齢者 

１時間につき

１８０円

１時間につき

２００円

１時間につき

２２０円

障害者等 無料 無料 無料

半面 一般 １時間につき

１８０円

１時間につき

２００円

１時間につき

２２０円

小学生、中学

生、高齢者 

１時間につき

９０円

１時間につき

１００円

１時間につき

１１０円

障害者等 無料 無料 無料

トレーニング室 １時間につき

１００円

１時間につき

１００円

１時間につき

１００円

幼児体育室 １時間につき

２００円

１時間につき

２００円

１時間につき

４００円

高齢者体育室 １時間につき

１００円

１時間につき

１００円

１時間につき

１００円

研修室 １時間につき

２００円

１時間につき

２００円

１時間につき

４００円

健康相談室 １時間につき

２００円

１時間につき

２００円

１時間につき

４００円

卓球場 １時間につき

１００円

１時間につき

１００円

１時間につき

１００円

備考 

１ １時間未満は、１時間とする。 

２ 競技場を連続して３時間以上利用する場合は、この表に定める額の９割

の額とする。 
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３ 競技場の照明設備の利用料金は、１時間につき、全面利用の場合にあっ 

  ては５４０円、半面利用の場合にあっては２７０円で計算して得た額とす 

る。 

４ 幼児体育室、研修室及び健康相談室の冷暖房設備の利用料金は、この表

に定める額の５割の額とする。 

５ この表の規定により計算して得た額に１０円未満の端数があるときは、

その端数金額を切り捨てた額とする。 

６ 附属設備等の利用料金は、規則で定める額とする。 

７ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

８ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

  身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳、特定医療費

（指定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及び

その付添人 

  介護保険法の規定により、要介護状態又は要支援状態と認定された者

及びその付添人 

９ 日曜日、土曜日及び祝日に小学生又は中学生（市民に限る。）が個人で

競技場、トレーニング室、高齢者体育室又は卓球場を利用する場合は、無

料とする。 
 

 ３ 鳥取市河原町勤労者体育館・鳥取市気高町勤労者体育センター・鳥取市青谷町

体育館利用料金 

区分 金額（１時間につき） 

競技場 全面 一般 ４００円

小学生、中学生、高齢者 ２００円

障害者等 無料

半面 
 

一般 ２００円
 

小学生、中学生、高齢者 １００円
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障害者等 無料

備考 

１ １時間未満は、１時間とする。 

２ 連続して３時間以上利用する場合は、この表に定める額の９割の額とす

る。 

３ 照明設備の利用料金は、１時間につき、全面利用の場合にあっては５４

０円、半面利用の場合にあっては２７０円で計算して得た額とする。 

４ 附属設備等の利用料金は、規則で定める額とする。 

５ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

６ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

  身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳、特定医療費

（指定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及び

その付添人 

  介護保険法の規定により、要介護状態又は要支援状態と認定された者

及びその付添人 

７ 日曜日、土曜日及び祝日に小学生又は中学生（市民に限る。）が個人で

利用する場合は、無料とする。 

 （鳥取市プールの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第２条 鳥取市プールの設置及び管理に関する条例（昭和４９年鳥取市条例第２５

号）の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項中「別表第２又は」を削る。 

  第１５条第１項中「鳥取市民プール」の次に「、鳥取市国府町農村勤労福祉セン

タープール」を加える。 

  第１７条第１項中「又は別表第３」を「から別表第３まで」に改める。 

  別表第２中「第７条関係」を「第１７条関係」に、「鳥取市国府町農村勤労セン

タープール使用料」を「鳥取市国府町農村勤労センタープール利用料金」に、「金

額」を「利用料金」に、「個人使用」を「個人利用」に改め、同表備考中「使用」
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を「利用」に改める。 

 （鳥取市テニス場の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第３条 鳥取市テニス場の設置及び管理に関する条例（昭和５５年鳥取市条例第２

号）の一部を次のように改正する。 

  第５条中「から別表第４まで」を削る。 

  第１４条第１項中「及び鳥取市城北テニス場」を「、鳥取市城北テニス場、鳥取

市気高町龍見台テニスコート及び鳥取市青谷町グラウンドテニスコート」に改める。 

  第１６条第１項中「又は別表第２」を「、別表第２、別表第４又は別表第５」に

改める。 

  別表第３中「・鳥取市青谷町グラウンドテニスコート」を削る。 

  別表第４中「第５条関係」を「第１６条関係」に、「鳥取市気高町龍見台テニス

コート使用料」を「鳥取市気高町龍見台テニスコート利用料金」に、「金額」を

「利用料金」に改め、同表備考中「使用」を「利用」に改め、同表の次に次の１表

を加える。 

別表第５（第１６条関係） 

鳥取市青谷町グラウンドテニスコート利用料金 

区分 利用料金（１面１時間につき） 

一般 ２００円

小学生、中学生、高齢者 １００円
   

障害者等 無料 

備考 

１ １時間未満は、１時間とする。 

２ 照明設備の利用料金は、１面１時間につき３００円で計算して得た額と

する。 

15



 ３ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

４ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

  身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳、特定医療費

（指定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及び

その付添人 

  介護保険法の規定により、要介護状態又は要支援状態と認定された者

及びその付添人 

５ 日曜日、土曜日及び祝日に小学生又は中学生（市民に限る。）が個人で

利用する場合は、無料とする。 

（鳥取市海洋センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第４条 鳥取市海洋センターの設置及び管理に関する条例（昭和５９年鳥取市条例第

２２号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「及び第２２８条第１項」を削り、「使用料等」を「利用料金」に改め

る。 

  第１５条から第２０条までを削り、第２１条を第１７条とする。 

  第１４条中「使用者」を「利用者」に改め、同条を第１６条とする。 

  第１３条第２項中「市長」を「指定管理者」に改め、同条を第１５条とする。 

  第１２条第２項中「第７条」を「第９条」に、「使用の」を「利用の」に、「使

用者」を「利用者」に改め、「市」の次に「及び指定管理者」を加え、同条を第１

４条とする。 

  第１１条中「使用者」を「利用者」に改め、同条を第１３条とする。 

  第１０条中「使用者」を「利用者」に、「市長」を「指定管理者」に改め、同条

を第１２条とする。 

  第９条の見出し中「目的外使用等」を「目的外利用等」に改め、同条中「使用

者」を「利用者」に、「使用目的」を「利用目的」に、「使用し」を「利用し」に、

「使用の」を「利用の」に改め、同条を第１１条とする。 

16



  第８条の見出し中「使用料」を「利用料金」に改め、同条中「使用料」を「利用

料金」に、「次の各号のいずれかに該当するときは、市長は」を「指定管理者は、

あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により」に改め、同条各号を削り、同条

を第１０条とする。 

  第７条の見出し中「使用」を「利用」に改め、同条中「市長」を「指定管理者」

に、「使用者」を「センターの利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）」に、

「使用を」を「利用を」に、「使用の」を「利用の」に改め、同条を第９条とする。 

  第６条の見出し中「使用料」を「利用料金」に改め、同条中「市長」を「指定管 

理者」に、「公益上特に必要と認めるときは、使用料」を「あらかじめ市長の承認

を受けて定めた基準により、利用料金」に改め、同条を第８条とし、同条の前に次

の１条を加える。 

 （利用料金） 

第７条 センターの利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、別表第１又

は別表第２に定める金額の範囲内で、あらかじめ市長の承認を受けて指定管理者

が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる 

 第５条を次のように改める。 

 第５条を削る。 

  第４条の見出し中「使用」を「利用」に改め、同条中「市長」を「指定管理者」

に、「使用」を「利用」に改め、同条を第６条とする。 

第３条の見出し中「使用」を「利用」に改め、同条第１項中「使用」を「利用」

に、「市長」を「指定管理者」に改め、同条第２項中「市長」を「指定管理者」に

改め、同条を第５条とする。 

第２条の次に次の２条を加える。 

（指定管理者による管理） 

第３条 センターの管理は、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下

「指定管理者」という。）に行わせる。 
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２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適

正にセンターの管理を行わなければならない。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第４条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

  センターの利用に関する業務 

  センターの施設及び設備の維持管理に関する業務 

  前２号に掲げるもののほか、センターの管理上市長が必要と認める業務 

別表第１中「第１７条関係」を「第７条関係」に改める。 

別表第２中「第５条関係」を「第７条関係」に改め、同表第１項中「鳥取市佐治

町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館等使用料」を「鳥取市佐治町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育

館等利用料金」に改め、同項の表備考中「使用する」を「利用する」に、「使用

料」を「利用料金」に、「全面使用」を「全面利用」に、「半面使用」を「半面利

用」に改め、別表第２第２項中「鳥取市佐治町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール使用料」

を「鳥取市佐治町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール・鳥取市気高町Ｂ＆Ｇ海洋センタープ

ール・鳥取市鹿野町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール利用料金」に改め、同項の表中「金

額」を「利用料金」に改め、同表備考中「使用」を「利用」に改める。 

別表第３を削る。 

（鳥取市多目的運動広場の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第５条 鳥取市多目的運動広場の設置及び管理に関する条例（平成１６年鳥取市条例

第１１１号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「第２４４条の２第１項」を「第２４４条の２」に、「使用料」を「使

用料等」に改める。 

第５条中「別表第１から別表第５まで」を「別表第２」に改める。 

第１５条を第２０条とし、第１４条を第１９条とし、第１３条の次に次の５条を

加える。 

（指定管理者による管理） 

第１４条 鳥取市佐治町多目的運動広場、鳥取市気高町運動広場、鳥取市鹿野町運
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動広場及び鳥取市青谷町農村広場の管理は、法人その他の団体であって市長が指

定するもの（以下「指定管理者」という。）に行わせる。 

２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適

正に運動広場の管理を行わなければならない。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第１５条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

  運動広場の使用に関する業務 

  運動広場の施設及び設備の維持管理に関する業務 

  前２号に掲げるもののほか、運動広場の管理上市長が必要と認める業務 

２ 前条第１項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合の第３条、第４条、

第９条、第１０条第２項及び第１２条第２項の規定の適用については、第３条、

第４条、第９条、及び第１０条第２項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、

第１２条第２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」とする。 

（利用料金） 

第１６条 運動広場の使用に係る料金（以下「利用料金」という。）については、

別表第１、別表第３、別表第４又は別表第５に定める金額の範囲内で、あらかじ

め市長の承認を受けて指定管理者が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。 

（利用料金の減免） 

第１７条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により、利用

料金を減額し、又は免除することができる。 

（利用料金の不返還） 

第１８条 既納の利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市

長の承認を受けて定めた基準により、既納の利用料金の全部又は一部を返還する

ことができる。 

  別表第１中「第５条関係」を「第１６条関係」に、「鳥取市佐治町多目的運動広

場使用料」を「鳥取市佐治町多目的運動広場利用料金」に、「金額」を「利用料
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金」に改め、同表備考中「使用料」を「利用料金」に、「使用する」を「利用す

る」に改める。 

  別表第３中「第５条関係」を「第１６条関係」に、「鳥取市気高町運動広場使用

料」を「鳥取市気高町運動広場利用料金」に、「金額」を「利用料金」に改め、同

表備考中「使用料」を「利用料金」に、「使用する」を「利用する」に改める。 

別表第４中「第５条関係」を「第１６条関係」に、「鳥取市鹿野町運動広場使用

料」を「鳥取市鹿野町運動広場利用料金」に、「金額」を「利用料金」に改め、同

表備考中第２項及び第３項を削り、第４項を第２項とし、第５項を第３項とし、同

表備考第６項中「使用」を「利用」に改め、同項を同表備考第４項とする。 

別表第５中「第５条関係」を「第１６条関係」に、「鳥取市青谷町農村広場使用

料」を「鳥取市青谷町農村広場利用料金」に、「金額」を「利用料金」に改め、同

表備考中「使用」を「利用」に改める。 

 （鳥取市農林漁業者トレーニングセンターの設置及び管理に関する条例の一部改

正） 

第６条 鳥取市農林漁業者トレーニングセンターの設置及び管理に関する条例（平成

１６年鳥取市条例第１２０号）の一部を次のように改める。 

  第１条中「第２４４条の２第１項及び第２２８条第１項」を「第２４４条の２」

に、「使用料」を「利用料金」に改める。 

  第１４条を削り、第１５条を第１７条とする。 

  第１３条中「使用者」を「利用者」に改め、同条を第１６条とし、同条の前に次

の１条を加える。 

   （物品販売等の制限） 

第１５条 トレーニングセンター及びその敷地内においては、次に掲げる行為をし

てはならない。ただし、指定管理者の許可を受けた場合は、この限りではない。 

  物品の販売その他これに類する行為 

  寄附の募集 

  宣伝その他これに類する行為 
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  広告物の掲示若しくは配布又は看板、立て札その他これらに類するものの設

  置 

第１２条第２項中「第９条」を「第１１条」に、「使用の」を「利用の」に、

「使用者」を「利用者」に、「市」を「市及び指定管理者に」に改め、同条を第１

４条とする。 

  第１１条中「使用者」を「利用者」に、「使用」を「利用」に改め、同条を第１

３条とする。 

第１０条第２項中「市長」を「指定管理者」に改め、同条を第１２条とする。 

第９条の見出し中「使用」を「利用」に改め、同条中「市長は、使用者」を「指

定管理者は、利用者」に、「使用」を「利用」に改め、同条を第１１条とする。 

  第８条の見出し中「目的外使用等」を「目的外利用等」に改め、同条中「使用

者」を「トレーニングセンターの利用の許可を受けた者（以下「利用者」とい

う。）」に、「使用目的」を「利用目的」に、「使用し」を「利用し」に、「使用

の」を「利用の」に改め、同条を第１０条とする。 

  第７条の見出し中「使用料」を「利用料金」に改め、同条中「使用料」を「利用

料金」に、「次の各号のいずれかに該当するときは、市長は、」を「指定管理者は、

あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により」に改め、同条各号を削り、同条

を第９条とする。 

  第６条の見出し中「使用料」を「利用料金」に改め、同条中「市長は、公益上特

に必要と認めるときは、使用料」を「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受け

て定めた基準により利用料金」に改め、同条を第８条とし、同条の前に次の１条を

加える。 

（利用料金） 

第７条 トレーニングセンターの利用に係る料金（以下「利用料金」という。）に

ついては、別表第１から別表第３までに定める金額の範囲内で、あらかじめ市長

の承認を受けて指定管理者が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。 
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 第５条を削る。 

  第４条の見出し中「使用」を「利用」に改め、同条中「市長」を「指定管理者」

に、「使用」を「利用」に、「暴力団の」を「暴力団その他集団的又は常習的に暴

力的不法行為を行うおそれがある組織の」に改め、同条を第６条とする。 

  第３条の見出し中「使用」を「利用」に改め、同条第１項中「のうち、別表第１

から別表第３までに掲げる施設」を削り、「使用」を「利用」に、「市長」を「指

定管理者」に改め、同条第２項中「市長」を「指定管理者」に、「使用」を「利

用」に改め、同条を第５条とする。 

  第２条の次に次の２条を加える。 

  (指定管理者による管理) 

第３条 トレーニングセンターの管理は、法人その他の団体であって市長が指定す

るもの（以下「指定管理者」という。）に行わせる。 

２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適

正にトレーニングセンターの管理を行わなければならない。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第４条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

    トレーニングセンターの利用に関する業務 

    トレーニングセンターの施設及び設備の維持管理に関する業務 

    前２号に掲げるもののほか、トレーニングセンターの管理上市長が必要と認

  める業務 

  別表第１中「第３条、第５条関係」を「第７条関係」に、「鳥取市気高町農業者

トレーニングセンター使用料」を「鳥取市気高町農業者トレーニングセンター利用

料金」に改め、同表備考中「使用する」を「利用する」に改め、「９割の額」の次

に「（その額に１０円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた額）」

を加え、「使用料」を「利用料金」に、「全面使用」を「全面利用」に、「半面使

用」を「半面利用」に改める。 

  別表第２中「第３条、第５条関係」を「第７条関係」に、「鳥取市鹿野町農業者
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トレーニングセンター使用料」を「鳥取市鹿野町農業者トレーニングセンター利用

料金」に改め、同表第１項の表備考中「使用する」を「利用する」に改め、「９割

の額」の次に「（その額に１０円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨

てた額）」を加え、「使用料」を「利用料金」に、「全面使用」を「全面利用」に、

「半面使用」を「半面利用」に改め、別表第２第２項の表中「金額」を「利用料

金」に改め、同表備考中「使用料」を「利用料金」に、「使用する」を「利用す

る」に改める。 

  別表第３中「第３条、第５条関係」を「第７条関係」に、「鳥取市青谷町農林漁

業者トレーニングセンター使用料」を「鳥取市青谷町農林漁業者トレーニングセン

ター利用料金」に改め、同表備考中「使用する」を「利用する」に、「使用料」を

「利用料金」に、「全面使用」を「全面利用」に、「半面使用」を「半面利用」に

改める。 

（鳥取市コミュニティ施設の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第７条 鳥取市コミュニティ施設の設置及び管理に関する条例（平成１６年鳥取市条

例第１４５号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「第２４４条の２第１項」を「第２４４条の２」に、「使用料」を「使

用料等」に改める。 

  第１５条を第２０条とし、第１４条を第１９条とし、第１３条の次に次の５条を

加える。 

  （指定管理者による管理） 

第１４条 鳥取市国府町コミュニティセンター（以下「国府町コミュニティ施設」

という。）の管理は、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指

定管理者」という。）に行わせる。 

２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適

正に国府町コミュニティ施設の管理を行わなければならない。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第１５条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 
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    国府町コミュニティ施設の利用に関する業務 

    国府町コミュニティ施設の施設及び設備の維持管理に関する業務 

    前２号に掲げるもののほか、国府町コミュニティ施設の管理上市長が必要と

認める業務 

 ２ 前条第１項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合の第３条、第４条、

第９条、第１０条第２項及び第１２条第２項の規定の適用については、第３条、

第４条、第９条及び第１０条第２項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、

「使用」とあるのは「利用」と、「使用者」とあるのは「利用者」と、第１２条

第２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」とする。 

（利用料金） 

第１６条 国府町コミュニティ施設の利用に係る料金（以下「利用料金」とい

う。）については、別表第３に定める金額の範囲内で、あらかじめ市長の承認を

受けて指定管理者が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。 

（利用料金の減免） 

第１７条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により、利用

料金を減額し、又は免除することができる。 

(利用料金の不返還) 

第１８条 既納の利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市

長の承認を受けて定めた基準により、既納の利用料金の全部又は一部を返還する

ことができる。 

別表第２鳥取市国府町コミュニティセンターの部を削り、同表備考中第３項を削 

り、第４項を第３項とし、第５項を第４項とし、第６項を第５項とし、同表の次に 

次の１表を加える。 

別表第３（第１６条関係） 

施設名 区分 午前８時３０分～午後５時 午後５時～午後１０時 
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鳥 取 市 国

府 町 コ ミ

ュ ニ テ ィ

センター 

多目的ホール １時間につき 

２，５００円 

１時間につき

５，０００円

大会議室 １時間につき 

７００円 

１時間につき

１，４００円

視聴覚室 １時間につき 

５００円 

１時間につき

１，０００円

食生活改善室、

研修室  

１時間につき 

３００円 

１時間につき

６００円

児童室、研修室 

   
１時間につき 

２００円 

１時間につき

４００円

第３会議室 １時間につき 

２００円 

１時間につき

４００円

備考 

１ １時間未満は、１時間とする。 

２ 営利目的で利用する場合の利用料金は、この表に定める額の１０割増の額

とする。 

３ 鳥取市立国府町コミュニティセンターの多目的ホールの舞台のみを練習又 

 は準備のために利用する場合の利用料金は、この表に定める額の５割の額と 

する。 

４ 冷暖房設備の利用料金は、この表に定める額の５割の額とする。 

５ 調理実習室等における利用料金の内訳にはガス、水道代等を含むものと 

する。 

６ この表の規定により計算して得た額に１０円未満の端数があるときは、 

その端数金額を切り捨てた額とする。 

 （鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第８条 鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例（平成１６年鳥取市

条例第１５０号）の一部を次のように改正する。 
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  第１条中「第２４４条の２第１項」を「第２４４条の２」に、「使用料」を「使

用料等」に改める。 

  第５条第１項中「別表」を「別表第１項の表又は第３項の表」に改める。 

  第１５条を第２０条とし、第１４条を第１９条とし、第１３条の次に次の５条を

加える。 

   (指定管理者による管理) 

第１４条 鳥取市青谷町グラウンド（以下「グラウンド」という。）の管理は、法

人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。） 

  に行わせる。 

２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適

正にグラウンドの管理を行わなければならない。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第１５条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

  グラウンドの利用に関する業務 

  グラウンドの施設及び設備の維持管理に関する業務 

  前２号に掲げるもののほか、広場の管理上市長が必要と認める業務 

２ 前条第１項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合の第３条、第４条、

第９条、第１０条第２項及び第１２条第２項の規定の適用については、第３条、

第４条、第９条、第１０条第２項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第１

２条第２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」とする。 

（利用料金） 

第１６条 グラウンドの利用に係る料金（以下「利用料金」という。）については、

別表第２項の表に定める金額の範囲内で、あらかじめ市長の承認を受けて指定管

理者が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。 

（利用料金の減免） 

第１７条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により、利用
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料金を減額し、又は免除することができる。 

  (利用料金の不返還) 

第１８条 既納の利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市

長の承認を受けて定めた基準により、既納の利用料金の全部又は一部を返還する

ことができる。 

  別表中「第５条関係」を「第５条、第１６条関係」に改め、同表第２項中「鳥

取市青谷町グラウンド使用料」を「鳥取市青谷町グラウンド利用料金」に改め、

同項の表中「金額」を「利用料金」に改め、同表備考中「使用料」を「利用料

金」に、「使用する」を「利用する」に改める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前のそれぞれの条例の規定によりな

された処分、手続その他の行為は、この条例による改正後のそれぞれの条例の相当

規定によりなされたものとみなす。 

提案理由 

 指定管理施設の移行及び利用料金制の導入に伴い、所要の整備を行うためである。 
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鳥
取
市
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
８
年
条
例
第
４
８
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

○
鳥
取
市
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
○
鳥
取
市
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
昭
和
４
８
年
１
２
月
２
５
日
 

昭
和
４
８
年
１
２
月
２
５
日
 

鳥
取
市
条
例
第
４
８
号
 

鳥
取
市
条
例
第
４
８
号
 

（
目
的
）
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理

並
び
に
使
用
料
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理

並
び
に
使
用
料
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

第
２
条
 
市
民
の
体
育
振
興
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、
体
育
館
を
次
の
と
お
り

設
置
す
る
。
 

第
２
条
 
市
民
の
体
育
振
興
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、
体
育
館
を
次
の
と
お
り

設
置
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
民
体
育
館
 

鳥
取
市
吉
成
三
丁
目
 

鳥
取
市
湖
山
体
育
館
 

鳥
取
市
湖
山
町
北
六
丁
目
 

鳥
取
市
山
の
手
体
育
館
 

鳥
取
市
吉
方
町
一
丁
目
 

鳥
取
市
豊
実
体
育
館
 

鳥
取
市
野
坂
 

鳥
取
市
松
保
体
育
館
 

鳥
取
市
里
仁
 

鳥
取
市
岩
倉
体
育
館
 

鳥
取
市
立
川
町
六
丁
目
 

鳥
取
市
倉
田
体
育
館
 

鳥
取
市
八
坂
 

鳥
取
市
稲
葉
山
体
育
館
 

鳥
取
市
卯
垣
五
丁
目
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
民
体
育
館
 

鳥
取
市
吉
成
三
丁
目
 

鳥
取
市
湖
山
体
育
館
 

鳥
取
市
湖
山
町
北
六
丁
目
 

鳥
取
市
山
の
手
体
育
館
 

鳥
取
市
吉
方
町
一
丁
目
 

鳥
取
市
豊
実
体
育
館
 

鳥
取
市
野
坂
 

鳥
取
市
松
保
体
育
館
 

鳥
取
市
里
仁
 

鳥
取
市
岩
倉
体
育
館
 

鳥
取
市
立
川
町
六
丁
目
 

鳥
取
市
倉
田
体
育
館
 

鳥
取
市
八
坂
 

鳥
取
市
稲
葉
山
体
育
館
 

鳥
取
市
卯
垣
五
丁
目
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鳥
取
市
千
代
水
体
育
館
 

鳥
取
市
商
栄
町
 

鳥
取
市
城
北
体
育
館
 

鳥
取
市
丸
山
町
 

鳥
取
市
東
郷
体
育
館
 

鳥
取
市
北
村
 

鳥
取
市
大
正
体
育
館
 

鳥
取
市
古
海
 

鳥
取
市
末
恒
体
育
館
 

鳥
取
市
伏
野
 

鳥
取
市
浜
坂
体
育
館
 

鳥
取
市
浜
坂
二
丁
目
 

鳥
取
市
美
保
南
体
育
館
 

鳥
取
市
叶
 

鳥
取
市
富
桑
体
育
館
 

鳥
取
市
西
品
治
 

鳥
取
市
湖
山
西
体
育
館
 

鳥
取
市
湖
山
町
西
一
丁
目
 

鳥
取
市
湖
南
体
育
館
 

鳥
取
市
金
沢
 

海
洋
の
家
体
育
館
 

鳥
取
市
賀
露
町
南
五
丁
目
 

久
松
会
館
体
育
館
 

鳥
取
市
東
町
三
丁
目
 

鳥
取
市
津
ノ
井
体
育
館
 

鳥
取
市
桂
木
 

鳥
取
市
米
里
体
育
館
 

鳥
取
市
古
郡
家
 

鳥
取
市
若
葉
台
体
育
館
 

鳥
取
市
若
葉
台
南
二
丁
目
 

鳥
取
市
大
和
体
育
館
 

鳥
取
市
倭
文
 

鳥
取
市
中
ノ
郷
体
育
館
 

鳥
取
市
覚
寺
 

鳥
取
市
国
府
町
大
茅
体
育
館
 

鳥
取
市
国
府
町
栃
本
 

鳥
取
市
国
府
町
成
器
体
育
館
 

鳥
取
市
国
府
町
中
河
原
 

鳥
取
市
福
部
町
体
育
館
 

鳥
取
市
福
部
町
細
川
 

鳥
取
市
河
原
町
総
合
体
育
館
 

鳥
取
市
河
原
町
曳
田
 

鳥
取
市
河
原
町
勤
労
者
体
育
館
 

鳥
取
市
河
原
町
曳
田
 

鳥
取
市
千
代
水
体
育
館
 

鳥
取
市
商
栄
町
 

鳥
取
市
城
北
体
育
館
 

鳥
取
市
丸
山
町
 

鳥
取
市
東
郷
体
育
館
 

鳥
取
市
北
村
 

鳥
取
市
大
正
体
育
館
 

鳥
取
市
古
海
 

鳥
取
市
末
恒
体
育
館
 

鳥
取
市
伏
野
 

鳥
取
市
浜
坂
体
育
館
 

鳥
取
市
浜
坂
二
丁
目
 

鳥
取
市
美
保
南
体
育
館
 

鳥
取
市
叶
 

鳥
取
市
富
桑
体
育
館
 

鳥
取
市
西
品
治
 

鳥
取
市
湖
山
西
体
育
館
 

鳥
取
市
湖
山
町
西
一
丁
目
 

鳥
取
市
湖
南
体
育
館
 

鳥
取
市
金
沢
 

海
洋
の
家
体
育
館
 

鳥
取
市
賀
露
町
南
五
丁
目
 

久
松
会
館
体
育
館
 

鳥
取
市
東
町
三
丁
目
 

鳥
取
市
津
ノ
井
体
育
館
 

鳥
取
市
桂
木
 

鳥
取
市
米
里
体
育
館
 

鳥
取
市
古
郡
家
 

鳥
取
市
若
葉
台
体
育
館
 

鳥
取
市
若
葉
台
南
二
丁
目
 

鳥
取
市
大
和
体
育
館
 

鳥
取
市
倭
文
 

鳥
取
市
中
ノ
郷
体
育
館
 

鳥
取
市
覚
寺
 

鳥
取
市
国
府
町
大
茅
体
育
館
 

鳥
取
市
国
府
町
栃
本
 

鳥
取
市
国
府
町
成
器
体
育
館
 

鳥
取
市
国
府
町
中
河
原
 

鳥
取
市
福
部
町
体
育
館
 

鳥
取
市
福
部
町
細
川
 

鳥
取
市
河
原
町
総
合
体
育
館
 

鳥
取
市
河
原
町
曳
田
 

鳥
取
市
河
原
町
勤
労
者
体
育
館
 

鳥
取
市
河
原
町
曳
田
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鳥
取
市
用
瀬
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 鳥
取
市
用
瀬
町
別
府
 

鳥
取
市
気
高
町
体
育
館
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
気
高
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 鳥
取
市
気
高
町
宝
木
 

鳥
取
市
青
谷
町
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
善
田
 

鳥
取
市
青
谷
町
中
郷
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
亀
尻
 

鳥
取
市
青
谷
町
勝
部
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
紙
屋
 

鳥
取
市
青
谷
町
日
置
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
山
根
 

鳥
取
市
青
谷
町
日
置
谷
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
奥
崎
 

 

鳥
取
市
用
瀬
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 鳥
取
市
用
瀬
町
別
府
 

鳥
取
市
気
高
町
体
育
館
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
気
高
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 鳥
取
市
気
高
町
宝
木
 

鳥
取
市
青
谷
町
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
善
田
 

鳥
取
市
青
谷
町
中
郷
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
亀
尻
 

鳥
取
市
青
谷
町
勝
部
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
紙
屋
 

鳥
取
市
青
谷
町
日
置
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
山
根
 

鳥
取
市
青
谷
町
日
置
谷
体
育
館
 

鳥
取
市
青
谷
町
奥
崎
 

 

（
使
用
の
許
可
等
）
 

（
使
用
の
許
可
等
）
 

第
３
条
 
体
育
館
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
３
条
 
体
育
館
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
許
可
に
、
体
育

館
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
許
可
に
、
体
育

館
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
体
育
館
の
使
用

を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
体
育
館
の
使
用

を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
 
公
安
又
は
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
１
）
 
公
安
又
は
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
建
物
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
建
物
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
そ
の
他
集
団
的
又
は
常

習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
と
認
め

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
そ
の
他
集
団
的
又
は
常

習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
と
認
め
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る
と
き
。
 

る
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第
５
条
 
市
長
は
、
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
体
育
館
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し

く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
５
条
 
市
長
は
、
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
体
育
館
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し

く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
４
）
 
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
市
が
こ
れ
を
使
用
す
る
必
要
が
生

じ
た
と
き
。
 

（
４
）
 
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
市
が
こ
れ
を
使
用
す
る
必
要
が
生

じ
た
と
き
。
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為

を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為

を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
使
用
期
間
の
制
限
）
 

（
使
用
期
間
の
制
限
）
 

第
６
条
 
体
育
館
は
、
引
き
続
き
５
日
を
超
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
し
、
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
体
育
館
の
管
理
運
営
上

支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
６
条
 
体
育
館
は
、
引
き
続
き
５
日
を
超
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
し
、
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
体
育
館
の
管
理
運
営
上

支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
使
用
料
）
 

（
使
用
料
）
 

第
７
条
 
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
別
表
第
４
項
か
ら
第
９
項
ま
で
に
定
め
る

使
用
料
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
使

第
７
条
 
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
別
表
第
２
項
か
ら
第
８
項
ま
で
に
定
め
る

使
用
料
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
使
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用
す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

用
す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

第
８
条
 
市
長
は
、
公
用
又
は
公
益
を
目
的
と
す
る
体
育
館
の
使
用
で
公
益
上
特
に

必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
８
条
 
市
長
は
、
公
用
又
は
公
益
を
目
的
と
す
る
体
育
館
の
使
用
で
公
益
上
特
に

必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

第
９
条
 
既
納
の
使
用
料
は
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
若
し
く
は
使
用
者
の
責

め
に
帰
さ
な
い
事
由
に
基
づ
い
て
体
育
館
の
使
用
を
中
止
し
た
場
合
又
は
特
に
市

長
が
返
還
す
る
こ
と
を
相
当
と
認
め
た
と
き
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一

部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
９
条
 
既
納
の
使
用
料
は
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
若
し
く
は
使
用
者
の
責

め
に
帰
さ
な
い
事
由
に
基
づ
い
て
体
育
館
の
使
用
を
中
止
し
た
場
合
又
は
特
に
市

長
が
返
還
す
る
こ
と
を
相
当
と
認
め
た
と
き
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一

部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
設
備
の
制
限
）
 

（
設
備
の
制
限
）
 

第
１
０
条
 
使
用
者
は
、
使
用
す
る
た
め
特
別
の
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
０
条
 
使
用
者
は
、
使
用
す
る
た
め
特
別
の
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
て
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
て
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
損
害
賠
償
の
義
務
）
 

（
損
害
賠
償
の
義
務
）
 

第
１
２
条
 
体
育
館
の
建
物
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、

市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
２
条
 
体
育
館
の
建
物
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、

市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
損
害

を
被
っ
て
も
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

２
 
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
損
害

を
被
っ
て
も
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
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（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
体
育
館
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は

そ
の
使
用
す
る
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
体
育
館
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は

そ
の
使
用
す
る
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

（
入
場
の
制
限
）
 

（
入
場
の
制
限
）
 

第
１
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
体
育

館
の
入
場
を
拒
み
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
１
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
体
育

館
の
入
場
を
拒
み
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
凶
器
そ
の
他
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
と

認
め
ら
れ
る
物
品
又
は
動
物
の
類
を
携
帯
す
る
者
 

（
１
）
 
凶
器
そ
の
他
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
と

認
め
ら
れ
る
物
品
又
は
動
物
の
類
を
携
帯
す
る
者
 

（
２
）
 
公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

（
２
）
 
公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
 

（
行
為
の
制
限
）
 

（
行
為
の
制
限
）
 

第
１
５
条
 
体
育
館
及
び
そ
の
敷
地
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
１
５
条
 
体
育
館
及
び
そ
の
敷
地
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
１
）
 
物
品
の
販
売
 

（
１
）
 
物
品
の
販
売
 

（
２
）
 
寄
附
の
募
集
 

（
２
）
 
寄
附
の
募
集
 

（
３
）
 
宣
伝
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
 

（
３
）
 
宣
伝
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
 

（
４
）
 
広
告
物
の
掲
示
若
し
く
は
配
布
又
は
看
板
、
立
札
類
の
設
置
 

（
４
）
 
広
告
物
の
掲
示
若
し
く
は
配
布
又
は
看
板
、
立
札
類
の
設
置
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

第
１
６
条
 
使
用
者
は
、
体
育
館
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と
き
は
、

こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
１
６
条
 
使
用
者
は
、
体
育
館
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と
き
は
、

こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
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（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

第
１
７
条
 
鳥
取
市
民
体
育
館
、
鳥
取
市
河
原
町
総
合
体
育
館
、
鳥
取
市
河
原
町
勤

労
者
体
育
館
、
鳥
取
市
気
高
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
鳥
取
市
青
谷
町
体
育

館
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指

定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
。
 

第
１
７
条
 
鳥
取
市
民
体
育
館
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が

指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
適
正
に
体
育
館
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
適
正
に
体
育
館
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

第
１
８
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
１
８
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
 
体
育
館
の
使
用
に
関
す
る
業
務
 

（
１
）
 
体
育
館
の
使
用
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
 
体
育
館
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
 
体
育
館
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認

め
る
業
務
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
体
育
館
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認

め
る
業
務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３
条

か
ら
第
６
条
ま
で
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
、
第
１
４
条
及
び
第
１
５
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
か
ら
第
６
条
ま
で
の
規
定
、
第
１
０
条
、

第
１
４
条
及
び
第
１
５
条
中
「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
１

２
条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３
条

か
ら
第
６
条
ま
で
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
、
第
１
４
条
及
び
第
１
５
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
か
ら
第
６
条
ま
で
の
規
定
、
第
１
０
条
、

第
１
４
条
及
び
第
１
５
条
中
「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
１

２
条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。
 

（
利
用
料
金
）
 

（
利
用
料
金
）
 

第
１
９
条
 
体
育
館
の
使
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
別
表
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か

じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

第
１
９
条
 
体
育
館
の
使
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
別
表
第
１
項
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認

を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
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２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。
 

２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。
 

（
利
用
料
金
の
減
免
）
 

（
利
用
料
金
の
減
免
）
 

第
２
０
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に

よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
２
０
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に

よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
利
用
料
金
の
不
返
還
）
 

（
利
用
料
金
の
不
返
還
）
 

第
２
１
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料
金
の
全

部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
２
１
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料
金
の
全

部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
罰
則
）
 

（
罰
則
）
 

第
２
２
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
７
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に

相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、

５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
２
２
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
７
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に

相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、

５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
委
任
）
 

（
委
任
）
 

第
２
３
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

第
２
３
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

附
 
則
 
（
略
）
 

附
 
則
 
（
略
）
 

別
表
（
第
７
条
、
第
１
９
条
関
係
）
 

別
表
（
第
７
条
、
第
１
９
条
関
係
）
 

 
 

１
 
鳥
取
市
民
体
育
館
利
用
料
金
 

１
 
鳥
取
市
民
体
育
館
利
用
料
金
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（
１
）
 
専
用
利
用
 

（
１
）
 
専
用
利
用
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
 

競 技 場
 入
場
料

金
等
を

徴
収
し

な
い
場

合
 

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
４
０
円
 １
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

６
６
０
円
 

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
７
０
円
 １
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

３
３
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料
 

無
料

無
料
 

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ

以
外
 

営
利
目
的

以
外
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
７
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

３
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

５
，
０
０
０
円
 

営
利
目
的
 
１
時
間
に
つ
き
 

５
，
４
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

６
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
，
０
０
０ 円
 

入
場
料

金
等
を

徴
収
す

る
場
合
 ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ

ー
ツ
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
，
３
５
０
円
 １
時
間
に
つ
き

１
，
５
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
５
０
０
円
 

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ

以
外
 

営
利
目
的

以
外
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
，
４
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

６
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
，
０
０
０ 円
 

営
利
目
的
 
１
時
間
に
つ
き
 

１
０
，
８
０
０ 円
 １
時
間
に
つ
き

１
２
，
０
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
，
０
０
０ 円
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
 

競 技 場
 入
場
料

金
等
を

徴
収
し

な
い
場

合
 

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き

５
４
０
円

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

６
６
０
円
 

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

２
７
０
円

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

３
３
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料
 

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ

以
外
 

営
利
目
的

以
外
 

１
時
間
に
つ
き

２
，
７
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

３
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

５
，
０
０
０
円
 

営
利
目
的
 
１
時
間
に
つ
き

５
，
４
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

６
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
，
０
０
０ 円
 

入
場
料

金
等
を

徴
収
す

る
場
合
 ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ

ー
ツ
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
３
５
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
，
５
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
５
０
０
円
 

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ

以
外
 

営
利
目
的

以
外
 

１
時
間
に
つ
き

５
，
４
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

６
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
，
０
０
０ 円
 

営
利
目
的
 
１
時
間
に
つ
き

１
０
，
８
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き

１
２
，
０
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
，
０
０
０ 円
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会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
０
０
円
 

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
０
０
円
 

役
員
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 １
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
，
０
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
，
０
０
０
円
 

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
入
場
料
金
等
」
と
は
、
入
場
料
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
料
金
を
い
い
、
入

場
料
金
等
を
徴
収
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、
次
の
額
を
加
算
し
た
額
と
す

る
。
 

（
１
）
 
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
は
、
最
高
の
入
場
料
金
等
に
１
０
０

を
乗
じ
て
得
た
額
 

（
２
）
 
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
場
合
は
、
最
高
の
入
場
料
金
等
に
１

５
０
を
乗
じ
て
得
た
額
 

３
 
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
（
入
場
料
金
等
を
徴
収
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
で

競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、こ
の
表
に
定
め
る
額
の

９
割
の
額
と
す
る
。
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

法
律
第
１
７
８
号
）第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
の
競
技
場
の
利
用
料
金
は
、
入
場
料
金
等
を

会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
０
０
円
 

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
０
０
円
 

役
員
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
，
０
０
０
円
 

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
入
場
料
金
等
」
と
は
、
入
場
料
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
料
金
を
い
い
、
入

場
料
金
等
を
徴
収
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、
次
の
額
を
加
算
し
た
額
と
す

る
。
 

（
１
）
 
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
は
、
最
高
の
入
場
料
金
等
に
１
０
０

を
乗
じ
て
得
た
額
 

（
２
）
 
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
場
合
は
、
最
高
の
入
場
料
金
等
に
１

５
０
を
乗
じ
て
得
た
額
 

３
 
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
（
入
場
料
金
等
を
徴
収
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
で

競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、こ
の
表
に
定
め
る
額
の

９
割
の
額
と
す
る
。
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

法
律
第
１
７
８
号
）第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
の
競
技
場
の
利
用
料
金
は
、
入
場
料
金
等
を
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徴
収
す
る
場
合
に
限
り
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
２
割
増
の
額
と
す
る
。
 

５
 
準
備
及
び
整
理
等
の
た
め
、
当
日
以
外
の
日
に
競
技
場
、
会
議
室
、
研
修
室

又
は
役
員
室
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割

の
額
と
す
る
。
 

６
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、照
明
灯
１
灯
１
時
間
に
つ
き
２
７
円

で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

７
 
会
議
室
、
研
修
室
及
び
役
員
室
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に

定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

８
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

９
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

１
０
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

１
１
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

 

徴
収
す
る
場
合
に
限
り
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
２
割
増
の
額
と
す
る
。
 

５
 
準
備
及
び
整
理
等
の
た
め
、
当
日
以
外
の
日
に
競
技
場
、
会
議
室
、
研
修
室

又
は
役
員
室
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割

の
額
と
す
る
。
 

６
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、照
明
灯
１
灯
１
時
間
に
つ
き
２
７
円

で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

７
 
会
議
室
、
研
修
室
及
び
役
員
室
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に

定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

８
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

９
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

１
０
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

１
１
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

 

（
２
）
 
部
分
利
用
 

（
２
）
 
部
分
利
用
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
 

時
間
 

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
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競
技
場
 
２
分
の
１

の
場
合
 

一
般
 

１
時
間
に
つ
き

２
７
０
円

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

３
３
０
円
 

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

１
３
５
円

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
６
５
円
 

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料
 

３
分
の
１

の
場
合
 

一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
２
０
円
 

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
１
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料
 

６
分
の
１

の
場
合
 

一
般
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
１
０
円
 

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

４
５
円

１
時
間
に
つ
き

５
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

５
５
円
 

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料
 

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
照
明
灯
１
灯
１
時
間
に
つ
き
２
７
円
で
計
算
し

競
技
場
 
２
分
の
１

の
場
合
 

一
般
 

１
時
間
に
つ
き

２
７
０
円

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

３
３
０
円

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

１
３
５
円

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
６
５
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料

３
分
の
１

の
場
合
 

一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
１
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料

６
分
の
１

の
場
合
 

一
般
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
１
０
円

小
学
生
、中

学
生
、高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き

４
５
円

１
時
間
に
つ
き

５
０
円

１
時
間
に
つ
き

５
５
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
照
明
灯
１
灯
１
時
間
に
つ
き
２
７
円
で
計
算
し
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て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

 

て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

 

（
３
）
 
個
人
利
用
 

（
３
）
 
個
人
利
用
 

区
分
 

利
用
料
金
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
１
５
０
円
 

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
５
０
０
円
 

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
７
０
円
 

回
数
券
（
１
１
回
分
）
７
０
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料
 

２
階
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
 一
般
 

１
回
に
つ
き
５
０
円
 

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
２
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料
 

備
考
 

区
分
 

利
用
料
金
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
１
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
５
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
７
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
７
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

２
階
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
 一
般
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
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１
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
利

用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

１
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
利

用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

２
 
鳥
取
市
河
原
町
総
合
体
育
館
利
用
料
金
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～

午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

３
６
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

４
４
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

２
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き
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２
２
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

１
１
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

１
０
０
円

幼
児
体
育
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

４
０
０
円

高
齢
者
体
育
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

１
０
０
円

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

４
０
０
円

健
康
相
談
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

４
０
０
円
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卓
球
場
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ き

１
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場

合
に
あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計

算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
幼
児
体
育
室
、
研
修
室
及
び
健
康
相
談
室
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金

は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

６
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

７
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

８
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と

認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

９
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
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が
個
人
で
競
技
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
高
齢
者
体
育
室
又
は
卓
球
場
を
利

用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 ３
 
鳥
取
市
河
原
町
勤
労
者
体
育
館
・
鳥
取
市
気
高
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・

鳥
取
市
青
谷
町
体
育
館
利
用
料
金
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

４
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

半
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て

は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額

と
す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
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（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

  

４
 
鳥
取
市
稲
葉
山
体
育
館
使
用
料
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

         ２
 
鳥
取
市
稲
葉
山
体
育
館
使
用
料
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

 ３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
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５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と

認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）

が
個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 
 

 
 

５
 
鳥
取
市
城
北
体
育
館
使
用
料
 

３
 
鳥
取
市
城
北
体
育
館
使
用
料
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０

時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
１
５
０ 円

１
時
間
に
つ
き
３
０
０ 円

備
考
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
１
５
０ 円

１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円

備
考
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１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
５
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と

認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）

が
個
人
で
競
技
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
５
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

額
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 
 

６
 
鳥
取
市
美
保
南
体
育
館
使
用
料
 

４
 
鳥
取
市
美
保
南
体
育
館
使
用
料
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０

時
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

47



 

 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０

０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０

０
円

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
１
５
０ 円

１
時
間
に
つ
き
３
０

０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合

に
あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算

し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
１
５
０ 円

１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
５
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
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額
の
５
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と

認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）

が
個
人
で
競
技
場
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料

と
す
る
。
 

 

 

額
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す

る
。
 

 

 
 

 
 

７
 
鳥
取
市
湖
南
体
育
館
・
久
松
会
館
体
育
館
・
鳥
取
市
福
部
町
体
育
館
・
鳥
取

市
気
高
町
体
育
館
使
用
料
 

５
 
鳥
取
市
湖
南
体
育
館
・
久
松
会
館
体
育
館
・
鳥
取
市
福
部
町
体
育
館
・
鳥
取

市
河
原
町
勤
労
者
体
育
館
・
鳥
取
市
気
高
町
体
育
館
・
鳥
取
市
気
高
町
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
・
鳥
取
市
青
谷
町
体
育
館
使
用
料
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

４
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

４
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料
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半
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は

５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

半
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は

５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 
 

 
６
 
鳥
取
市
河
原
町
総
合
体
育
館
使
用
料
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時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

３
６
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
４
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
１
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

幼
児
体
育
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

高
齢
者
体
育
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

健
康
相
談
室
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円
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 卓
球
場
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
幼
児
体
育
室
、
研
修
室
及
び
健
康
相
談
室
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ

の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

６
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

７
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

８
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

９
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
高
齢
者
体
育
室
又
は
卓
球
場
を
使
用
す
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る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 
 

８
 
鳥
取
市
用
瀬
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
使
用
料
 

７
 
鳥
取
市
用
瀬
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
使
用
料
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

卓
球
コ
ー
ナ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

備
考
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

卓
球
コ
ー
ナ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

備
考
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１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５

割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
、
卓
球
コ
ー
ナ
ー
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る

場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５

割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
、
卓
球
コ
ー
ナ
ー
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る

場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 
 

９
 
前
各
項
に
掲
げ
る
体
育
館
を
除
く
体
育
館
使
用
料
 

８
 
前
各
項
に
掲
げ
る
体
育
館
を
除
く
体
育
館
使
用
料
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
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競
技
場
 全
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の

額
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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鳥
取
市
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表

 

改
正
後

 
改
正
前

 

○
鳥
取
市
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
○
鳥
取
市
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 

昭
和

49
年

6
月

28
日

 
昭
和

49
年

6
月

28
日

 

鳥
取
市
条
例
第

25
号

 
鳥
取
市
条
例
第

25
号

 

(目
的

) 
(目
的

) 

第
1
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法

(昭
和

22
年
法
律
第

67
号

)第
24

4
条
の

2
及
び
第

22
8
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に

使
用
料
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

第
1
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法

(昭
和

22
年
法
律
第

67
号

)第
24

4
条
の

2
及

び
第

22
8
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料

等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

(設
置
及
び
名
称

) 
(設
置
及
び
名
称

) 

第
2
条
 
市
民
の
体
育
振
興
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、プ
ー
ル
を
次
の
と
お
り

設
置
す
る
。

 
第

2
条
 
市
民
の
体
育
振
興
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、
プ
ー
ル
を
次
の
と
お
り
設

置
す
る
。

 
 

名
称

 
位
置

 

鳥
取
市
民
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
吉
成
三
丁
目

 

鳥
取
市
国
府
町
農
村
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
国
府
町
町
屋

 

鳥
取
市
福
部
町
ほ
っ
と
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
福
部
町
海
士

 

鳥
取
市
河
原
市
民
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
河
原
町
曳
田

 

鳥
取
市
河
原
町
西
郷
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
河
原
町
牛
戸

 
 

 
名
称

 
位
置

 

鳥
取
市
民
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
吉
成
三
丁
目

 

鳥
取
市
国
府
町
農
村
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
国
府
町
町
屋

 

鳥
取
市
福
部
町
ほ
っ
と
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
福
部
町
海
士

 

鳥
取
市
河
原
市
民
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
河
原
町
曳
田

 

鳥
取
市
河
原
町
西
郷
プ
ー
ル

 
鳥
取
市
河
原
町
牛
戸

 
 

(使
用
の
許
可
等

) 
(使
用
の
許
可
等

) 
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第
３
条
 
プ
ー
ル
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
市
長
は
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

プ
ー
ル
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
３
条
 
プ
ー
ル
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

プ
ー
ル
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

第
４
条
 
削
除

 
第
４
条
 
削
除

 

(使
用
の
許
可
の
基
準

) 
(使
用
の
許
可
の
基
準

) 

第
５
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
プ
ー
ル
の
使
用

を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 
第
５
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
プ
ー
ル
の
使
用
を

許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

(1
) 
公
の
秩
序
又
は
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 
(1

) 
公
の
秩
序
又
は
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 

(2
) 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 
(2

)  
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 

(3
) 
前

2
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
。

 
(3

) 
前

2
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
。

 

(使
用
の
許
可
の
取
消
し
等

) 
(使
用
の
許
可
の
取
消
し
等

) 

第
6
条
 
市
長
は
、
プ
ー
ル
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者

(以
下
「
使
用
者
」
と
い

う
。

)が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
プ
ー
ル
の
使
用
を
制
限

し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。  

第
6
条
 
市
長
は
、
プ
ー
ル
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者

(以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。

)
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
プ
ー
ル
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し

く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

(1
) 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

 
(1

) 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(2
) 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

 
(2

) 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(3
) 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

 
(3

) 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(4
) 
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
市
が
こ
れ
を
使
用
す
る
必
要
が
生
じ

(4
) 
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
市
が
こ
れ
を
使
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
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た
と
き
。

 
き
。

 

(5
) 
前
各
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為
を

し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 
(5

) 
前
各
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為
を
し
、

又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 

(使
用
料

) 
(使
用
料

) 

第
7
条
 
使
用
者
は
、
別
表
第

4
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 
第

7
条
 
使
用
者
は
、
別
表
第
２
又
は
別
表
第

4
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

2 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公

共
団
体
が
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
が
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(使
用
料
の
減
免

) 
(使
用
料
の
減
免

) 

第
8
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
第

8
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又
は

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(使
用
料
の
不
返
還

) 
(使
用
料
の
不
返
還

) 

第
9
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
第

9
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(1
) 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
事
由
に
よ
り
、
使
用
を
中
止
し
た
と
き
。

 
(1

) 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
事
由
に
よ
り
、
使
用
を
中
止
し
た
と
き
。

 

(2
) 
使
用
前
に
使
用
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理
由
が
正
当
で
あ
る
と

認
め
た
と
き
。

 
(2

) 
使
用
前
に
使
用
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理
由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め

た
と
き
。

 

(特
別
の
設
備

) 
(特
別
の
設
備

) 

第
10
条
 
使
用
者
が
プ
ー
ル
に
特
別
な
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
第

10
条
 
使
用
者
が
プ
ー
ル
に
特
別
な
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め

市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(原
状
回
復
の
義
務

) 
(原
状
回
復
の
義
務

) 

第
11
条
 
使
用
者
は
、
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
て
返

第
11
条
 
使
用
者
は
、
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
て
返
還
し
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還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(損
害
賠
償
の
義
務

) 
(損
害
賠
償
の
義
務

) 

第
12
条
 
プ
ー
ル
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、

市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
第

12
条
 
プ
ー
ル
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、
市
長

の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

2 
第

6
条
各
号

(第
4
号
を
除
く
。

)の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等

に
よ
っ
て
使
用
者
が
損
害
を
被
っ
て
も
、
市
は
、
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 
2 
第

6
条
各
号

(第
4
号
を
除
く
。

)の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に

よ
っ
て
使
用
者
が
損
害
を
被
っ
て
も
、
市
は
、
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 

(目
的
外
使
用
等
の
禁
止

) 
(目
的
外
使
用
等
の
禁
止

) 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
プ
ー
ル
を
許
可
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は
そ
の
使
用
す

る
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
第

13
条
 
使
用
者
は
、
プ
ー
ル
を
許
可
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は
そ
の
使
用
す
る
権

利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

(禁
止
行
為

) 
(禁
止
行
為

) 

第
14
条
 
プ
ー
ル
構
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
第

14
条
 
プ
ー
ル
構
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

(1
) 
市
長
が
承
認
し
た
場
合
の
ほ
か
、
物
品
販
売
そ
の
他
の
営
業
行
為
を
行
い
、

広
告
物
を
掲
げ
、
又
は
宣
伝
ビ
ラ
等
を
配
布
す
る
こ
と
。

 
(1

) 
市
長
が
承
認
し
た
場
合
の
ほ
か
、
物
品
販
売
そ
の
他
の
営
業
行
為
を
行
い
、
広

告
物
を
掲
げ
、
又
は
宣
伝
ビ
ラ
等
を
配
布
す
る
こ
と
。

 

(2
) 
指
定
の
場
所
以
外
で
喫
煙
し
、
又
は
飲
食
す
る
こ
と
。

 
(2

) 
指
定
の
場
所
以
外
で
喫
煙
し
、
又
は
飲
食
す
る
こ
と
。

 

(3
) 
そ
の
他
市
長
が
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。

 
(3

) 
そ
の
他
市
長
が
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。

 

2 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
、
行

為
の
中
止
又
は
プ
ー
ル
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
、
行
為
の

中
止
又
は
プ
ー
ル
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

) 
(指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

) 
第
１
５
条
 
鳥
取
市
民
プ
ー
ル
、
鳥
取
市
国
府
町
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

及
び
鳥
取
市
福
部
町
ほ
っ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団

体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
に
行
わ

せ
る
。

 
２
 
指
定
管
理
者
は
、こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

第
15
条
 
鳥
取
市
民
プ
ー
ル
及
び
鳥
取
市
福
部
町
ほ
っ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
管
理

は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」

と
い
う
。）
に
行
わ
せ
る
。

 
２
 
指
定
管
理
者
は
、
こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
適
正
に
プ
ー
ル
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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に
よ
り
、
適
正
に
プ
ー
ル
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）

 
（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）

 
第
１
6
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
（
１
）
プ
ー
ル
の
使
用
に
関
す
る
業
務

 
 
（
２
）
プ
ー
ル
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

 
 
（
３
）
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認
め
る

業
務

 
２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３

条
、
第
５
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
１
４
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
、
第
５
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
及
び
第
１
４
条

の
規
定
中
「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、「
使
用
」
と
あ
る
の
は

「
利
用
」
と
、「
使
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
１
２
条
第
２
項
中

「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

第
16
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
（
１
）
プ
ー
ル
の
使
用
に
関
す
る
業
務

 
 
（
２
）
プ
ー
ル
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

 
 
（
３
）
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認
め
る
業

務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３
条
、

第
５
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
１
４
条
の
規
定
に
つ
い

て
は
、
第
３
条
、
第
５
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
及
び
第
１
４
条
の
規
定
中
「
市
長
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
１
２
条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市

及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。

 

（
利
用
料
金
）

 
（
利
用
料
金
）

 
第
１
７
条
 
プ
ー
ル
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。）
に
つ
い

て
は
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
３
ま
で
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ

め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。

 
２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。

 

第
17
条
 
プ
ー
ル
の
使
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、

別
表
第
１
又
は
別
表
第

3
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を

受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。

 
２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。

 

（
利
用
料
金
の
減
免
）

 
（
利
用
料
金
の
減
免
）

 

第
１
８
条
 
指
定
管
理
者
は
、あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に

よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
第

18
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ

り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(利
用
料
金
の
不
返
還

) 
(利
用
料
金
の
不
返
還

) 

第
１
９
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、既
納
の
利
用
料
金
の
全

部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
19
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料
金
の
全
部
又
は

一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(罰
則

) 
(罰
則

) 

第
20
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第

7
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の

5
倍
に

相
当
す
る
金
額

(当
該

5
倍
に
相
当
す
る
金
額
が

5
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、5

万
円
と
す
る
。

)以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
20
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第

7
条
の
使
用
料
の
全
部
又

は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の

5
倍
に
相
当
す

る
金
額

(当
該

5
倍
に
相
当
す
る
金
額
が

5
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、

5
万
円
と
す

る
。

)以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

2 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

5
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

5
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(委
任

) 
(委
任

) 

第
21
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 
第

21
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
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別
表
第
１

(第
１
４
条
関
係

) 
別
表
第
１

(第
17
条
関
係

) 

鳥
取
市
民
プ
ー
ル
利
用
料
金

 
区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

2,
00

0
円

 
小
学
生

 
1
回
に
つ
き

50
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

50
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
00

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( １

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び

そ
の
付
添
人

 
( ２

) 介
護
保
険
法
（
平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

23
年
法
律
第
１

７
８
号
）
第

2
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第

3
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

 
 

鳥
取
市
民
プ
ー
ル
利
用
料
金

 
区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

2,
00

0
円

 
小
学
生

 
1
回
に
つ
き

50
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

50
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
00

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( ３

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び

そ
の
付
添
人

 
( ４

) 介
護
保
険
法
（
平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

23
年
法
律
第
１

７
８
号
）
第

2
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第

3
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

 
 

  別
表
第

2（
第
１
４
条
関
係
）

 
鳥
取
市
国
府
町
農
村
勤
労
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
利
用
料
金

 
区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

2,
00

0
円

 

 別
表
第

2（
第

7
条
関
係
）

 
鳥
取
市
国
府
町
農
村
勤
労
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
使
用
料

 
区
分

 
金
額

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

2,
00

0
円
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小
学
生

 
1
回
に
つ
き

50
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

50
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
00

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( １

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び

そ
の
付
添
人

 
( ２

) 介
護
保
険
法
（
平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る

場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

 別
表
第
３
（
第
１
７
条
関
係
）

 
鳥
取
市
福
部
町
ほ
っ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
利
用
料
金

 

小
学
生

 
1
回
に
つ
き

50
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

50
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
00

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( ３

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び

そ
の
付
添
人

 
( ４

) 介
護
保
険
法
（
平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
使
用
す
る

場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

 別
表
第
３
（
第

17
条
関
係
）

 
鳥
取
市
福
部
町
ほ
っ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
利
用
料
金
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区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

40
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

3,
00

0
円

 
小
学
生

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

75
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
50

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
水
泳
教
室

 
 
入
会
金

 
1
人
に
つ
き

2,
00

0
円

 

会
費

 
1
月
に
つ
き

9,
00

0
円
以
内
で
教

室
の
区
分
ご
と
に
規
則
で
定
め

る
額

 
通
年
会
員

 
一
般

 
1
年
に
つ
き

15
,0

00
円

 
小
学
生

 
1
年
に
つ
き

3,
75

0
円

 
 

中
学
生
、
高
齢
者

 
1
年
に
つ
き

7,
50

0
円

 
半
年
会
員

 
一
般
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6
月
に
つ
き

9,
00

0
円

 
小
学
生

 
6
月
に
つ
き

2,
25

0
円

 
中
学
生
、
高
齢

 
6
月
に
つ
き

4,
50

0
円

 

備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( １

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び
そ

の
付
添
人

 
( ２

) 介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及

び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る
場

合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

 

区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

40
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

3,
00

0
円

 
小
学
生

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

75
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
50

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
水
泳
教
室

 
 
入
会
金

 
1
人
に
つ
き

2,
00

0
円

 

会
費

 
1
月
に
つ
き

9,
00

0
円
以
内
で
教

室
の
区
分
ご
と
に
規
則
で
定
め

る
額

 
通
年
会
員

 
一
般

 
1
年
に
つ
き

15
,0

00
円

 
小
学
生

 
1
年
に
つ
き

3,
75

0
円

 
 

中
学
生
、
高
齢
者

 
1
年
に
つ
き

7,
50

0
円

 
半
年
会
員

 
一
般
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6
月
に
つ
き

9,
00

0
円

 
小
学
生

 
6
月
に
つ
き

2,
25

0
円

 
中
学
生
、
高
齢

 
6
月
に
つ
き

4,
50

0
円

 

備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( ３

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び
そ

の
付
添
人

 
( ４

) 介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及

び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る
場

合
は
、
無
料
と
す
る
。
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別
表
第
４

(第
７
条
関
係

) 

鳥
取
市
河
原
市
民
プ
ー
ル
使
用
料
金

 
区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

2,
00

0
円

 
小
学
生

 
1
回
に
つ
き

50
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

50
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
00

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( １

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び

そ
の
付
添
人

 
( ２

) 介
護
保
険
法
（
平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る

場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

 
 

 

別
表
第
４

(第
7
条
関
係

) 

鳥
取
市
河
原
市
民
プ
ー
ル
使
用
料

 
区
分

 
利
用
料
金

 
個
人
利
用

 
一
般

 
1
回
に
つ
き

20
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

2,
00

0
円

 
小
学
生

 
1
回
に
つ
き

50
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

50
0
円

 
中
学
生
、
高
齢
者

 
1
回
に
つ
き

10
0
円

 
回
数
券
（

11
回
分
）

1,
00

0
円

 
障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の
者

 
無
料

 
備
考

 
１
 
「

1
回
」
と
は
、

4
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。

 
２
 

1
時
間
未
満
は
、

1
時
間
と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、

65
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
( ３

) 身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び

そ
の
付
添
人

 
( ４

) 介
護
保
険
法
（
平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
利
用
す
る

場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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鳥
取
市
テ
ニ
ス
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
５
年
条
例
第
２
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

○
鳥
取
市
テ
ニ
ス
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
昭
和

55
年

4
月

1
日

 
鳥
取
市
条
例
第

2
号

 

○
鳥
取
市
テ
ニ
ス
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
昭
和

55
年

4
月

1
日

 
鳥
取
市
条
例
第

2
号

 
第
１
条
～
第
４
条
 
(略
) 

第
1条
～
第
4条
 
(略
) 

 
 

（
使
用
料
）
 

（
使
用
料
）
 

第
５
条
 
テ
ニ
ス
場
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）

は
、
別
表
第
３
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
５
条
 
テ
ニ
ス
場
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）

は
、
別
表
第
３
か
ら
別
表
第
４
ま
で
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

第
６
条
～
第
１
３
条
 
（
略
）
 

第
６
条
～
第
１
３
条
 
（
略
）
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

第
１
４
条
 
鳥
取
市
千
代
テ
ニ
ス
場
、
鳥
取
市
城
北
テ
ニ
ス
場
、
鳥
取
市
気
高
町
龍

見
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
管
理

は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理

者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
。
 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

第
１
５
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
 
テ
ニ
ス
場
の
使
用
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
 
テ
ニ
ス
場
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
場
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認

第
１
４
条
 
鳥
取
市
千
代
テ
ニ
ス
場
及
び
鳥
取
市
城
北
テ
ニ
ス
場
の
管
理
は
、
法
人

そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い

う
。
）
に
行
わ
せ
る
。
 

 （
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

第
１
５
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
 
テ
ニ
ス
場
の
使
用
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
 
テ
ニ
ス
場
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
場
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認
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め
る
業
務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３

条
、
第
４
条
、
第
７
条
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
１
３
条
第
２
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
、
第
４
条
、
第
７
条
、
第
１
０
条
及
び
第

１
３
条
第
２
項
中
「
使
用
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
」
と
、
「
市
長
」
と
あ
る
の
は

「
指
定
管
理
者
」
と
、
「
使
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
１
２
条
第

２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。
 

め
る
業
務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３

条
、
第
４
条
、
第
７
条
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
１
３
条
第
２
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
、
第
４
条
、
第
７
条
、
第
１
０
条
及
び
第

１
３
条
第
２
項
中
「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
１
２
条
第
２

項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
す
る
。
 

（
利
用
料
金
）
 

（
利
用
料
金
）
 

第
１
６
条
 
テ
ニ
ス
場
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
は
、
別
表
第
１
、
別
表
第
２
、
別
表
第
４
又
は
別
表
第
５
に
定
め
る
金
額

の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

２
（
略
）
 

第
１
６
条
 
テ
ニ
ス
場
の
使
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
に
 

つ
い
て
は
、
別
表
第
１
又
は
別
表
第
２
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め

市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

２
（
略
）
 

第
１
７
条
～
第
２
０
条
（
略
）
 

第
１
７
条
～
第
２
０
条
（
略
）
 

附
則
 
（
略
）
 

附
則
 
（
略
）
 

別
表
第
１
～
別
表
第
２
 
（
略
）
 

別
表
第
１
～
別
表
第
２
 
（
略
）
 

別
表
第
３
（
第
５
条
関
係
）
 

別
表
第
３
（
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
福
部
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料
 

鳥
取
市
福
部
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

使
用
料
 

区
分
 

金
額
（
１
面
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

区
分
 

金
額
（
１
面
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料
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備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
面
１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額

と
す
る
。
 

３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、１
面
１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額

と
す
る
。
 

３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
４
（
第
１
６
条
関
係
）
 

別
表
第
４
（
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
気
高
町
龍
見
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
料
金
 

鳥
取
市
気
高
町
龍
見
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料
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区
分
 

利
用
料
金
（
１
面
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

４
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所

持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

別
表
第
５
（
第
１
６
条
関
係
）
 

鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
料
金
 

区
分
 

金
額
（
１
面
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

区
分
 

金
額
（
１
面
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

４
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所

持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、１
面
１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た

額
と
す
る
。
 

３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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鳥
取
市
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

○
鳥
取
市
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
 

昭
和
59
年
10
月
1
日
 

鳥
取
市
条
例
第
22
号
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２

４
４
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に

利
用
料
金
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

第
２
条
 
市
民
の
体
育
振
興
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、
鳥
取
市
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
三
津
 

鳥
取
市
佐
治
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 
鳥
取
市
佐
治
町
加
茂
 

鳥
取
市
気
高
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 
鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 
鳥
取
市
鹿
野
町
今
市
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

第
３
条
 
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定

す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
。
 

○
鳥
取
市
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
 

昭
和
59
年
10
月
1
日
 

鳥
取
市
条
例
第
22
号
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２

４
４
条
の
２
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

第
２
条
 
市
民
の
体
育
振
興
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、
鳥
取
市
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
三
津
 

鳥
取
市
佐
治
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 
鳥
取
市
佐
治
町
加
茂
 

鳥
取
市
気
高
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 
鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
 
鳥
取
市
鹿
野
町
今
市
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２
 
指
定
管
理
者
は
、
こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
適
正
に
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

第
４
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
 
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
 
セ
ン
タ
ー
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
市
長
が
必

要
と
認
め
る
業
務
 

（
利
用
の
許
可
等
）
 

第
５
条
 
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
(以
下
「
利
用
者
」
と
い
う
。
)

は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
許

可
に
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で

き
る
。
 

（
利
用
の
許
可
の
基
準
）
 

第
６
条
 
指
定
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
セ

ン
タ
ー
の
利
用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

        （
使
用
の
許
可
等
）
 

第
３
条
 
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
許
可
に
、

セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 （
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
セ
ン
タ
ー

の
使
用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
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（
３
）
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３

年
法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る

と
認
め
る
と
き
。
 

（
４
）
そ
の
他
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
利
用
料
金
）
 

第
７
条
 
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）

は
、
別
表
第
１
又
は
別
表
第
２
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め

市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。
 

  （
利
用
料
金
の
減
免
）
 

第
８
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準

に
よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
利
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第
９
条
 
指
定
管
理
者
は
、
利
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
利
用

の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

３
年
法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な

る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
４
）
 
そ
の
他
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
使
用
料
）
 

第
５
条
 
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者（
以
下「
使
用
者
」と
い
う
。）

は
、
別
表
第
２
又
は
別
表
第
３
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
又
は
地

方
公
共
団
体
が
使
用
す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使

用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

第
６
条
 
市
長
は
、公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、使
用
料
を
減
額
し
、

又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第
７
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
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（
３
）
 
利
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支
障
が
あ

る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
利
用
料
金
の
不
返
還
）
 

第
１
０
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料

金
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

   （
目
的
外
利
用
等
の
禁
止
）
 

第
１
１
条
 
利
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
を
許
可
に
係
る
利
用
目
的
以
外
に
利
用

し
、
又
は
そ
の
利
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら

な
い
。
 

（
設
備
等
の
制
限
）
 

第
１
２
条
 
利
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
に
特
別
な
設
備
等
を
設
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

第
１
３
条
 
利
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原

状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
損
害
賠
償
）
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支
障
が
あ

る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

第
８
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
市
長
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返

還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と
き
。
 

（
２
）
 
使
用
の
開
始
前
に
、
使
用
の
許
可
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ

の
理
由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

第
９
条
 
使
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、

又
は
そ
の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

（
設
備
等
の
制
限
）
 

第
１
０
条
 
使
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
に
特
別
な
設
備
等
を
設
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原

状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
損
害
賠
償
）
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 第
１
４
条
 
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た

者
は
、
市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
く
利
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
利
用
者

が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
及
び
指
定
管
理
者
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ

な
い
。
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

第
１
５
条
 
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配

布
及
び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支
障
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者

に
対
し
、
行
為
の
中
止
又
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

第
１
２
条
 
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た

者
は
、
市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者

が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

 （
行
為
の
制
限
等
）
 

第
１
３
条
 
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配

布
及
び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支
障
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
 

２
 
市
長
は
、前
項
の
規
定
に
違
反
し
、又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、

行
為
の
中
止
又
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
職
員
の
立
入
り
）
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 第
１
６
条
 
利
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と

き
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

      
 

       

     

 

第
１
４
条
 
使
用
者
は
、
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と

き
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

第
１
５
条
 
鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で

あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行

わ
せ
る
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
適
正
に
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

第
１
６
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
 
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
 
セ
ン
タ
ー
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
３
）
 
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
市
長
が
必

要
と
認
め
る
業
務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の

第
３
条
、
第
４
条
、
第
７
条
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
１
３

条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
、
第
４
条
、
第
７
条
、
第

１
０
条
及
び
第
１
３
条
第
２
項
中
「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」

と
、
第
１
２
条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と

す
る
。
 

（
利
用
料
金
）
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   （
委
任
）
 

第
１
７
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

 

第
１
７
条
 
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
は
、
別
表
第
１
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
長

の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。
 

（
利
用
料
金
の
減
免
）
 

第
１
８
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基

準
に
よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
利
用
料
金
の
不
返
還
）
 

第
１
９
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料

金
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
罰
則
）
 

第
２
０
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料

の
全
部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額

の
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え

な
い
と
き
は
、
５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に

対
し
、
５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
委
任
）
 

第
２
１
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
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 別
表
第
１
（
第
７
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
１
７
条
関
係
）
 

（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
、
一
部
改
正
〔
平
成
２
５

年
条
例
５
２
号
〕
）
 

（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
、
一
部
改
正
〔
平
成
２
５

年
条
例
５
２
号
〕
）
 

１
 
鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
等
利
用
料
金
 

１
 
鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
等
利
用
料
金
 

（
１
）
 
専
用
利
用
 

（
１
）
 
専
用
利
用
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

体 育 館
 競
技

場
 

全
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中

学
生
、
高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中

学
生
、
高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

武
道
館
 
全
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

体 育 館
 競
技

場
 

全
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中

学
生
、
高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中

学
生
、
高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

武
道
館
 
全
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円
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学
生
、
高
齢

者
 

円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中

学
生
、
高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
体
育
館
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定

め
る
額
の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
体
育
館
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用

の
場
合
に
あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で

計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
武
道
館
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合

に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
１
３
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

５
 
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に

定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

６
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

７
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

８
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

学
生
、
高
齢

者
 

円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中

学
生
、
高
齢

者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
体
育
館
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定

め
る
額
の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
体
育
館
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用

の
場
合
に
あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で

計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
武
道
館
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合

に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
１
３
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

５
 
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に

定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

６
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

７
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

８
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
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特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

 

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

 

（
２
）
 
個
人
利
用
 

（
２
）
 
個
人
利
用
 

区
分
 

利
用
料
金
 

体
育
館
（
競

技
場
）
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

武
道
館
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

プ
ー
ル
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
２
，
０
０
０
円

小
学
生
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
５
０
０
円

中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
０
０
０
円

障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の

者
 

無
料

備
考
 

１
 
「
１
回
」
と
は
、
体
育
館
（
競
技
場
）
及
び
武
道
館
に
あ
っ
て
は
入
場
し
て

か
ら
退
場
す
る
ま
で
の
間
の
利
用
と
し
、
プ
ー
ル
に
あ
っ
て
は
４
時
間
以
内
の

利
用
と
す
る
。
 

２
 
体
育
館
（
競
技
場
）
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０

区
分
 

利
用
料
金
 

体
育
館
（
競

技
場
）
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

武
道
館
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

プ
ー
ル
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
２
，
０
０
０
円

小
学
生
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
５
０
０
円

中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
０
０
０
円

障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の

者
 

無
料

備
考
 

１
 
「
１
回
」
と
は
、
体
育
館
（
競
技
場
）
及
び
武
道
館
に
あ
っ
て
は
入
場
し
て

か
ら
退
場
す
る
ま
で
の
間
の
利
用
と
し
、
プ
ー
ル
に
あ
っ
て
は
４
時
間
以
内
の

利
用
と
す
る
。
 

２
 
体
育
館
（
競
技
場
）
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
２
７
０
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円
で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
武
道
館
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
１
３
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

法
律
第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
利
用

す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

円
で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
武
道
館
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
１
３
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

法
律
第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
利
用

す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

２
 
鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
船
類
利
用
料
金
 

２
 
鳥
取
市
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
船
類
利
用
料
金
 

区
分
 

利
用
料
金
（
１
艇
１
時
間
に
つ
き
）
 

カ
ヌ
ー
 

２
０
０
円

カ
ッ
タ
ー
 

５
０
０
円

O・
Pヨ
ッ
ト
 

２
０
０
円

１
２
Fヨ
ッ
ト
 

３
０
０
円

備
考
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

 

区
分
 

利
用
料
金
（
１
艇
１
時
間
に
つ
き
）
 

カ
ヌ
ー
 

２
０
０
円

カ
ッ
タ
ー
 

５
０
０
円

O・
Pヨ
ッ
ト
 

２
０
０
円

１
２
Fヨ
ッ
ト
 

３
０
０
円

備
考
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

 

別
表
第
２
（
第
７
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
５
条
関
係
）
 

（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
、
一
部
改
正
〔
平
成
２
５

年
条
例
５
２
号
〕
）
 

（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
、
一
部
改
正
〔
平
成
２
５

年
条
例
５
２
号
〕
）
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１
 
鳥
取
市
佐
治
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
等
利
用
料
金
 

１
 
鳥
取
市
佐
治
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
等
使
用
料
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合

に
あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
 午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
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６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

２
 
鳥
取
市
佐
治
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・
鳥
取
市
気
高
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ル
・
鳥
取
市
鹿
野
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
 
利
用
料
金
 

２
 
鳥
取
市
佐
治
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
使
用
料
 

区
分
 

金
額
 

個
人
使
用
 
一
般
 

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
２
，
０
０
０
円

小
学
生
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
５
０
０
円

中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
０
０
０
円

障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の

者
 

無
料

備
考
 

１
 
「
１
回
」
と
は
、
４
時
間
以
内
の
利
用
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

区
分
 

金
額
 

個
人
使
用
 
一
般
 

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
２
，
０
０
０
円

小
学
生
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
５
０
０
円

中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
０
０
０
円

障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の

者
 

無
料

備
考
 

１
 
「
１
回
」
と
は
、
４
時
間
以
内
の
使
用
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
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特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

 
別
表
第
３
（
第
５
条
関
係
）
 

 
（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
）
 

 
鳥
取
市
気
高
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・
鳥
取
市
鹿
野
町
B＆
G海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
使
用
料
 

 
区
分
 

金
額
 

個
人
使
用
 
一
般
 

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
２
，
０
０
０
円

小
学
生
 

１
回
に
つ
き
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
５
０
０
円

中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
０
０
０
円

障
害
者
等
、
小
学
校
就
学
前
の

者
 

無
料

備
考
 

１
 
「
１
回
」
と
は
、
４
時
間
以
内
の
使
用
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
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特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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鳥
取
市
多
目
的
運
動
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
６
年
条
例
第
１
１
１
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

○
鳥
取
市
多
目
的
運
動
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
○
鳥
取
市
多
目
的
運
動
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
平
成
１
６
年
９
月
３
０
日
 

平
成
１
６
年
９
月
３
０
日
 

鳥
取
市
条
例
第
１
１
１
号
 

鳥
取
市
条
例
第
１
１
１
号
 

（
目
的
）
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
多
目
的
運
動
広
場

の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
多
目
的
運

動
広
場
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

第
２
条
 
農
林
漁
業
者
等
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
り
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
鳥
取
市
多
目
的
運
動
広
場
（
以
下
「
運
動

広
場
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。
 

第
２
条
 
農
林
漁
業
者
等
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
り
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
鳥
取
市
多
目
的
運
動
広
場
（
以
下
「
運
動

広
場
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
運
動
広
場
 

鳥
取
市
佐
治
町
大
井
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
広
場
 

鳥
取
市
佐
治
町
高
山
 

鳥
取
市
気
高
町
運
動
広
場
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
運
動
広
場
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
村
広
場
 

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷
 

 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
運
動
広
場
 

鳥
取
市
佐
治
町
大
井
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
広
場
 

鳥
取
市
佐
治
町
高
山
 

鳥
取
市
気
高
町
運
動
広
場
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
運
動
広
場
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
村
広
場
 

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷
 

 

（
使
用
の
許
可
等
）
 

（
使
用
の
許
可
等
）
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第
３
条
 
運
動
広
場
の
う
ち
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
５
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
を
使

用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
３
条
 
運
動
広
場
の
う
ち
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
５
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
を
使

用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

運
動
広
場
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

運
動
広
場
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
運
動
広
場
の
使

用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
運
動
広
場
の
使

用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め

る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め

る
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
。
 

（
使
用
料
）
 

（
使
用
料
）
 

第
５
条
 
運
動
広
場
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）

は
、
別
表
第
２
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
５
条
 
運
動
広
場
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）

は
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
５
ま
で
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
が
使
用
す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す

２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
が
使
用
す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
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る
こ
と
が
で
き
る
。
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
市
長
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
市
長
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と
き
。
 

（
１
）
 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と
き
。
 

（
２
）
 
使
用
の
開
始
前
に
、
使
用
の
許
可
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理

由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
使
用
の
開
始
前
に
、
使
用
の
許
可
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理

由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

第
８
条
 
使
用
者
は
、
運
動
広
場
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は

そ
の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

第
８
条
 
使
用
者
は
、
運
動
広
場
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は

そ
の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
運
動

広
場
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
運
動

広
場
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
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（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行

為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行

為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

第
１
０
条
 
運
動
広
場
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

第
１
０
条
 
運
動
広
場
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及

び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及

び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
行
為
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行

為
の
中
止
又
は
運
動
広
場
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行

為
の
中
止
又
は
運
動
広
場
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
損
害
賠
償
）
 

（
損
害
賠
償
）
 

第
１
２
条
 
運
動
広
場
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、

市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
２
条
 
運
動
広
場
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、

市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ

２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ
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た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
運
動
広
場
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と
き
は
、

こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
運
動
広
場
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と
き
は
、

こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

(指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

) 
 

第
１
４
条
 
鳥
取
市
佐
治
町
運
動
広
場
、
鳥
取
市
気
高
町
運
動
広
場
、
鳥
取
市
鹿
野
町

運
動
広
場
及
び
鳥
取
市
青
谷
町
農
村
広
場
の
管
理
は
、法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ

て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
に
行
わ
せ
る
。

 
２
 
指
定
管
理
者
は
、こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
適
正
に
運
動
広
場
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

 

第
１
５
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
運
動
広
場
の
利
用
に
関
す
る
業
務
 

（
２
）
運
動
広
場
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
 

（
３
）
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
動
広
場
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認

め
る
業
務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３
条
、

第
４
条
、第
９
条
、第
１
０
条
第
２
項
及
び
第
１
２
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
３
条
、
第
４
条
、
第
１
０
条
第
２
項
及
び
第
１
２
条
第
１
項
の
規
定
中
「
使
用
」

と
あ
る
の
は
「
利
用
」
と
、
「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
１
２

条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。
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（
利
用
料
金
）

 
 

第
１
６
条
 
運
動
広
場
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。）
に
つ

い
て
は
、
別
表
第
１
、
別
表
第
３
、
別
表
第
４
又
は
別
表
第
５
に
定
め
る
金
額
の

範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。

 
２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。

 

 

（
利
用
料
金
の
減
免
）

 
 

第
１
７
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に

よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

(利
用
料
金
の
不
返
還

) 
 

第
１
８
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料
金
の
全

部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
罰
則
）
 

（
罰
則
）
 

第
１
９
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に

相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、

５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
１
４
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に

相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、

５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
委
任
）
 

（
委
任
）
 

第
２
０
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

第
１
５
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
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別
表
第
１
（
第
３
条
、
第
１
６
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
運
動
広
場
利
用
料
金
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
運
動
広
場
使
用
料
 

区
分
 

利
用
料
金
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

障
害
者
等
 

無
料

テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
面
１
時
間
に
つ
き
３
０
０

円
で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

５
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

６
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

障
害
者
等
 

無
料

テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
で

計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
面
１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円

で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

５
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

６
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

92



 

 

法
律
第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個
人

で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

法
律
第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個
人

で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
２
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
広
場
使
用
料
 

鳥
取
市
佐
治
町
多
目
的
広
場
使
用
料
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
３
（
第
３
条
、
第
１
６
条
関
係
）
 

別
表
第
３
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
気
高
町
運
動
広
場
利
用
料
金
 

鳥
取
市
気
高
町
運
動
広
場
使
用
料
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区
分
 

利
用
料
金
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た

額
と
す
る
。
 

３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額

と
す
る
。
 

３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
４
（
第
３
条
、
第
１
６
条
関
係
）
 

別
表
第
４
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
鹿
野
町
運
動
広
場
利
用
料
金
 

鳥
取
市
鹿
野
町
運
動
広
場
使
用
料
 

区
分
 

利
用
料
金
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円
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障
害
者
等
 

無
料

テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

    ２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
 

 

障
害
者
等
 

無
料

テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

一
般
 

２
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
で

計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

３
 
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
面
１
時
間
に
つ
き
３
０
０
円

で
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

５
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

６
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
５
（
第
３
条
、
第
１
６
条
関
係
）
 

別
表
第
５
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
村
広
場
利
用
料
金
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
村
広
場
使
用
料
 

区
分
 

利
用
料
金
（
１
時
間
に
つ
き
）
 

区
分
 

金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）
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一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

一
般
 

３
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
５
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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鳥
取
市
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
６
年
条
例
第
１
２
０
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

○
鳥
取
市
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

 
○
鳥
取
市
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

 
平
成
１
６
年
９
月
３
０
日
 

平
成
１
６
年
９
月
３
０
日
 

鳥
取
市
条
例
第
１
２
０
号
 

鳥
取
市
条
例
第
１
２
０
号
 

（
目
的
）
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４
条

の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
並
び
に
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
農
林
漁
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
に
つ
い
て
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

第
２
条
 
農
林
漁
業
者
の
保
健
体
育
の
向
上
と
地
域
連
帯
感
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
鳥

取
市
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。
 

第
２
条
 
農
林
漁
業
者
の
保
健
体
育
の
向
上
と
地
域
連
帯
感
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

鳥
取
市
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
気
高
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
鳥
取
市
青
谷
町
露
谷
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
気
高
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
鳥
取
市
青
谷
町
露
谷
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ン
タ
ー
 

 

ン
タ
ー
 

 

(指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

) 
第
３
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長

が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
に
行
わ
せ
る
。

 
２
 
指
定
管
理
者
は
、こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
適
正
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）

 
第
４
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
（
１
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
関
す
る
業
務

 
 
（
２
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

 
 
（
３
）
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
市

 
長
が
必
要
と
認
め
る
業
務

 
（
利
用
の
許
可
等
）
 

第
５
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め

指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
利
用
の
許

可
に
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す

こ
と
が
で
き
る
。

 

           （
使
用
の
許
可
等
）
 

第
３
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
３
ま
で
に

掲
げ
る
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が

で
き
る
。
 

（
利
用
の
許
可
の
基
準
）
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

第
６
条
 
指
定
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法

律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
そ
の
他
集
団
的
又
は
常
習

的
に
暴
力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
と
認
め

る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法

律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め
る
と

き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支

障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支

障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
本
条
…
一
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
２
号
〕
）
 

（
本
条
…
一
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
２
号
〕
）
 

       

（
使
用
料
）
 

第
５
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」

と
い
う
。
）
は
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
３
ま
で
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共

団
体
が
使
用
す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後

納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
本
条
…
一
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
 

 
（
利
用
料
金
）
 

第
７
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
１
か
ら
別
表
第
３
ま
で
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、

）
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あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。

 

（
利
用
料
金
の
減
免
）
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

第
８
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り

利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
利
用
料
金
の
不
返
還
）
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

第
９
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
既
納
の
利
用
料
金
の
全
部
又
は
一

部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
市
長
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

 
（
１
）
 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と
き
。
 

 
（
２
）
 
使
用
の
開
始
前
に
、
使
用
の
許
可
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理

由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
目
的
外
利
用
等
の
禁
止
）
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

第
１
０
条
 
利
用
者
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
許
可
に
係
る
利
用
目
的
以
外
に

利
用
し
、
又
は
そ
の
利
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

第
８
条
 
使
用
者
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に

使
用
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら

な
い
。
 

（
利
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第
１
１
条
 
指
定
管
理
者
は
、利
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
利
用

の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の

許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
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（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
利
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支

障
が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上

支
障
が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

第
１
２
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
 

第
１
０
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及
び

営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及

び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上

支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、

行
為
の
中
止
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行

為
の
中
止
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

第
１
３
条
 
利
用
者
は
、
そ
の
利
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
損
害
賠
償
）
 

（
損
害
賠
償
）
 

第
１
４
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅

失
し
た
者
は
、
市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
２
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は

滅
失
し
た
者
は
、
市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
第
１
１
条
の
規
定
に
基
づ
く
利
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
利
用
者
が
被

っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
及
び
指
定
管
理
者
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ

た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

（
物
品
販
売
等
の
制
限
）
 

 

第
１
５
条
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
敷
地
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
 
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

（
１
）
 物
品
の
販
売
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
 

（
２
）
 寄
附
の
募
集
 

（
３
）
 宣
伝
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
 

（
４
）
 広
告
物
の
掲
示
若
し
く
は
配
布
又
は
看
板
、
立
て
札
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
の
設
置
 

 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

第
１
６
条
 
利
用
者
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち

入
る
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立

ち
入
る
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

 
（
罰
則
）
 

    

第
１
４
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に
相

当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、
５
万

円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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  （
委
任
）
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対

し
、
５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
委
任
）
 

第
１
７
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

第
１
５
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

 
 

別
表
第
１
（
第
５
条
、
第
７
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
気
高
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金
 

鳥
取
市
気
高
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午
後
 

１
０
時
 

競
技
場
 
全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

３
６
０
円
 １
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

４
４
０
円
 

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円
 １
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
２
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料
 

無
料

無
料
 

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円
 １
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

２
２
０
円
 

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円
 １
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
１
０
円
 

障
害
者
等
 

無
料
 

無
料

無
料
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 １
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
１
時
間
に
つ
き

１
時
間
に
つ
き
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

３
６
０
円

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
４
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
１
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
１
時
間
に
つ
き
１
時
間
に
つ
き
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３
０
０
円
 

３
０
０
円

６
０
０
円
 

健
康
管
理
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円
 １
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
 

９
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
 

切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合
に
 

 
あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
 

 
た
額
と
す
る
。
 

４
 
研
修
室
及
び
健
康
管
理
室
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
 

額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

６
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

７
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

８
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定

医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給

者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
 

護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

３
０
０
円

３
０
０
円
 

６
０
０
円

健
康
管
理
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
 

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

 ３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
研
修
室
及
び
健
康
管
理
室
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

６
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

７
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

８
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要

介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
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９
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年
法
律

第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個
人
で
競
技
場
又
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

９
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年

法
律
第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個
人

で
競
技
場
又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
２
（
第
５
条
、
第
７
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
、
一
部
改
正
〔
平
成
 

２
５
年
条
例
５
２
号
・
２
８
年
１
９
号
〕
）
 

（
本
表
…
全
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕
、
一
部
改
正
〔
平
成

２
５
年
条
例
５
２
号
・
２
８
年
１
９
号
〕
）
 

鳥
取
市
鹿
野
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金
 

鳥
取
市
鹿
野
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
 

１
 
競
技
場
・
和
研
修
室
・
洋
研
修
室
・
会
議
室
・
生
活
改
善
室
 

１
 
競
技
場
・
和
研
修
室
・
洋
研
修
室
・
会
議
室
・
生
活
改
善
室
 

時
間

区
分
 

午
前
８
時
３
０
分
～
午

後
５
時
 

午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

和
研
修
室
（
全
部
）
 

１
時
間
に
つ
き
５
０
０
１
時
間
に
つ
き
１
，０
０
０

時
間

区
分
 

午
前
８
時
３
０
分
～
午

後
５
時
 

午
後
５
時
～
午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
４
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き
１
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料

和
研
修
室
（
全
部
）
 

１
時
間
に
つ
き
５
０
０
１
時
間
に
つ
き
１
，
０
０
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円
円

和
研
修
室
（
一
部
）
 

１
時
間
に
つ
き
２
５
０ 円

１
時
間
に
つ
き
５
０
０
円

洋
研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
５
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
，０
０
０ 円

会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

生
活
改
善
室
 

１
時
間
に
つ
き
３
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
６
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の

９
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得

た
額
と
す
る
。
 

４
 
和
研
修
室
、
洋
研
修
室
、
会
議
室
及
び
生
活
改
善
室
の
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料

金
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

円
０
円

和
研
修
室
（
一
部
）
 

１
時
間
に
つ
き
２
５
０ 円

１
時
間
に
つ
き
５
０
０
円

洋
研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
５
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
１
，
０
０

０
円

会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
２
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
４
０
０
円

生
活
改
善
室
 

１
時
間
に
つ
き
３
０
０ 円

１
時
間
に
つ
き
６
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
競
技
場
を
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
９
割
の
額
と
す
る
。
 

 ３
 
競
技
場
の
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に

あ
っ
て
は
５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て

得
た
額
と
す
る
。
 

４
 
和
研
修
室
、
洋
研
修
室
、
会
議
室
及
び
生
活
改
善
室
の
冷
暖
房
設
備
の
使
用

料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

５
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

６
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

７
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
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（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
競
技
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

８
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
競
技
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

２
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

２
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

区
分
 

金
額
（
１
人
当
た
り
）
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
１
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
５
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
７
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
７
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

区
分
 

金
額
（
１
人
当
た
り
）
 

一
般
 

１
回
に
つ
き
１
５
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
１
，
５
０
０
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者
 

１
回
に
つ
き
７
０
円

回
数
券
（
１
１
回
分
）
７
０
０
円

障
害
者
等
 

無
料

備
考
 

１
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
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さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
利

用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
使

用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

別
表
第
３
（
第
５
条
、
第
７
条
関
係
）
 

別
表
第
３
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金
 

鳥
取
市
青
谷
町
農
林
漁
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
 

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
 

正
午
 

正
午
～
 

午
後
５
時
 

午
後
５
時
～
 

午
後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

３
６
０
円

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
４
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
１
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の
額

時
間

区
分
 

午
前
９
時
～
正

午
 

正
午
～
午
後
５

時
 

午
後
５
時
～
午

後
１
０
時
 

競
技
場
 全
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

３
６
０
円

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
４
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

半
面
 
一
般
 

１
時
間
に
つ
き

１
８
０
円

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
２
０
円

小
学
生
、
中
学

生
、
高
齢
者
 

１
時
間
に
つ
き

９
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
１
０
円

障
害
者
等
 

無
料

無
料
 

無
料

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
連
続
し
て
３
時
間
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
９
割
の
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（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て

た
額
）
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は

５
４
０
円
、
半
面
利
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と
す

る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
利
用
料
金
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定

さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が
個

人
で
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
 

 

額
（
そ
の
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
た
額
）
と
す
る
。
 

３
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
、
全
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は

５
４
０
円
、
半
面
使
用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
２
７
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。
 

４
 
附
属
設
備
等
の
使
用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
 

５
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。
 

６
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
 

（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証
の
所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認

定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
 

７
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。
）
が

個
人
で
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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鳥
取
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
６
年
条
例
第
１
４
５
号
）
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

○
鳥
取
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
○
鳥
取
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
平
成
１
６
年
９
月
３
０
日
 

平
成
１
６
年
９
月
３
０
日
 

鳥
取
市
条
例
第
１
４
５
号
 

鳥
取
市
条
例
第
１
４
５
号
 

（
目
的
）
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

（
設
置
及
び
名
称
）
 

第
２
条
 
地
域
住
民
の
文
化
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
鳥
取
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
（
以
下
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り

設
置
す
る
。
 

第
２
条
 
地
域
住
民
の
文
化
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
鳥
取
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
（
以
下
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り

設
置
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
国
府
町
庁
 

鳥
取
市
福
部
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
福
部
町
細
川
 

鳥
取
市
河
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
河
原
町
渡
一
木
 

鳥
取
市
用
瀬
町
民
会
館
 

鳥
取
市
用
瀬
町
別
府
 

鳥
取
市
用
瀬
町
用
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
用
瀬
町
用
瀬
 

鳥
取
市
佐
治
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
佐
治
町
加
瀬
木
 

名
称
 

位
置
 

鳥
取
市
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
国
府
町
庁
 

鳥
取
市
福
部
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
福
部
町
細
川
 

鳥
取
市
河
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
河
原
町
渡
一
木
 

鳥
取
市
用
瀬
町
民
会
館
 

鳥
取
市
用
瀬
町
別
府
 

鳥
取
市
用
瀬
町
用
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
用
瀬
町
用
瀬
 

鳥
取
市
佐
治
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
佐
治
町
加
瀬
木
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 鳥
取
市
佐
治
町
尾
際
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
佐
治
町
尾
際
 

鳥
取
市
気
高
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
 

鳥
取
市
鹿
野
町
勝
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
鹿
野
町
宮
方
 

鳥
取
市
鹿
野
町
小
鷲
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
鹿
野
町
小
別
所
 

鳥
取
市
青
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷
 

 

鳥
取
市
佐
治
町
尾
際
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
佐
治
町
尾
際
 

鳥
取
市
気
高
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
気
高
町
浜
村
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
 

鳥
取
市
鹿
野
町
勝
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
鹿
野
町
宮
方
 

鳥
取
市
鹿
野
町
小
鷲
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
 

鳥
取
市
鹿
野
町
小
別
所
 

鳥
取
市
青
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷
 

 

（
使
用
の
許
可
等
）
 

（
使
用
の
許
可
等
）
 

第
３
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
３
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き

る
。
 

２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き

る
。
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
使
用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
使
用
を
許
可
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め

る
と
き
。
 

（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め

る
と
き
。
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（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
使
用
料
）
 

（
使
用
料
）
 

第
５
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と

い
う
。
）
は
、
別
表
第
１
又
は
別
表
第
２
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

第
５
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と

い
う
。
）
は
、
別
表
第
１
又
は
別
表
第
２
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
が
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
が
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

（
使
用
料
の
不
返
還
）
 

第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
市
長
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
市
長
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と
き
。
 

（
１
）
 
使
用
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と
き
。
 

（
２
）
 
使
用
の
開
始
前
に
、
使
用
の
許
可
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理

由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
２
）
 
使
用
の
開
始
前
に
、
使
用
の
許
可
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
理

由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）
 

第
８
条
 
使
用
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用

し
、
又
は
そ
の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。  

第
８
条
 
使
用
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用

し
、
又
は
そ
の
使
用
の
権
利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。  
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（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

（
行
為
の
制
限
等
）
 

第
１
０
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。
 

第
１
０
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及

び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及

び
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
 

（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行
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為
の
中
止
又
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

為
の
中
止
又
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

（
原
状
回
復
の
義
務
）
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
損
害
賠
償
）
 

（
損
害
賠
償
）
 

第
１
２
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失

し
た
者
は
、
市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
２
条
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失

し
た
者
は
、
市
長
の
認
定
し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ

た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ

た
損
害
に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

（
職
員
の
立
入
り
）
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入

る
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入

る
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

 
第
１
４
条
 
鳥
取
市
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
」
と
い
う
。）
の
管
理
は
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指

定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
に
行
わ
せ
る
。
 

 

２
 
指
定
管
理
者
は
、こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、適
正
に
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

 

（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）
 

 
第
１
５
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
（
１
）
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利
用
に
関
す
る
業
務
 

 
（
２
）
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
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（
３
）
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
上
市

長
が
必
要
と
認
め
る
業
務
 

２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３

条
、
第
４
条
、
第
９
条
、
第
１
０
条
、
第
１
２
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
３
条
、
第
４
条
、
第
９
条
、
第
１
０
条
の
規
定
中
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
」
と
あ
る
の
は
、「
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」
と
、「
市
長
」
と
あ
る
の
は

「
指
定
管
理
者
」
と
、「
使
用
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
」
と
、「
使
用
者
」
と
あ
る

の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
１
２
条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定

管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
利
用
料
金
）
 

 
第
１
６
条
 
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
３
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ

め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
 

２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。
 

 

（
利
用
料
金
の
減
免
）
 

 

第
１
７
条
 
指
定
管
理
者
は
、あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に

よ
り
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

(利
用
料
金
の
不
返
還
) 

 

第
１
８
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、既
納
の
利
用
料
金
の
全

部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
罰
則
）
 

（
罰
則
）
 

第
１
９
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に

相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、

第
１
４
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全

部
又
は
一
部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に

相
当
す
る
金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、
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５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
委
任
）
 

（
委
任
）
 

第
２
０
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

第
１
５
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

附
 
則
 

附
 
則
 

（
施
行
期
日
）
 

（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
６
年
１
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
６
年
１
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
経
過
措
置
）
 

（
経
過
措
置
）
 

２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
用
瀬
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
昭
和
６
０
年
用
瀬
町
条
例
第
２
１
号
）
、
尾
際
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
５
年
佐
治
村
条

例
第
４
号
）
又
は
鹿
野
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
鹿
野
町
条
例
第
１
８
号
）
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
編
入
前
の

条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、

こ
の
条
例
の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
 

２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
用
瀬
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
昭
和
６
０
年
用
瀬
町
条
例
第
２
１
号
）
、
尾
際
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
５
年
佐
治
村
条

例
第
４
号
）
又
は
鹿
野
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
鹿
野
町
条
例
第
１
８
号
）
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
編
入
前
の

条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、

こ
の
条
例
の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
 

３
 
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
編
入
前
の

条
例
の
例
に
よ
る
。
 

３
 
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
編
入
前
の

条
例
の
例
に
よ
る
。
 

附
 
則
（
平
成
１
７
年
９
月
３
０
日
条
例
第
９
３
号
）
 

附
 
則
（
平
成
１
７
年
９
月
３
０
日
条
例
第
９
３
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
２
２
年
９
月
２
４
日
条
例
第
３
５
号
）
 

附
 
則
（
平
成
２
２
年
９
月
２
４
日
条
例
第
３
５
号
）
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こ
の
条
例
は
、
平
成
２
２
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
２
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
２
４
年
３
月
２
２
日
条
例
第
２
号
）
 

附
 
則
（
平
成
２
４
年
３
月
２
２
日
条
例
第
２
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
２
４
年
９
月
２
６
日
条
例
第
４
２
号
）
 

附
 
則
（
平
成
２
４
年
９
月
２
６
日
条
例
第
４
２
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
４
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
４
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
２
８
年
３
月
２
４
日
条
例
第
２
３
号
）
 

附
 
則
（
平
成
２
８
年
３
月
２
４
日
条
例
第
２
３
号
）
 

（
施
行
期
日
）
 

（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
経
過
措
置
）
 

（
経
過
措
置
）
 

２
 
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
納
付
す
べ
き
使
用
料
に
つ
い
て
適

用
し
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
納
付
す
べ
き
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
 

２
 
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
納
付
す
べ
き
使
用
料
に
つ
い
て
適

用
し
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
納
付
す
べ
き
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
 

別
表
第
１
（
第
５
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
５
条
関
係
）
 

施
設
名
 

区
分
 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

鳥
取
市
鹿
野
町
勝
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
、鳥
取
市
鹿
野
町
小
鷲
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
 

屋
内
運
動
場
 

２
５
０
円

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
、鳥
取
市
鹿
野
町
小
鷲
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
 

教
室
棟
 

１
部
屋
に
つ
き
１
５
０ 円

 

施
設
名
 

区
分
 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

鳥
取
市
鹿
野
町
勝
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
、鳥
取
市
鹿
野
町
小
鷲
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
 

屋
内
運
動
場
 

２
５
０
円

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
、鳥
取
市
鹿
野
町
小
鷲
河
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
 

教
室
棟
 

１
部
屋
に
つ
き
１
５
０ 円
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 別
表
第
２
（
第
５
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
５
条
関
係
）
 

（
本
表
…
追
加
〔
平
成
２
８
年
条
例
２
３
号
〕
）
 

（
本
表
…
追
加
〔
平
成
２
８
年
条
例
２
３
号
〕
）
 

施
設
名
 

区
分
 

午
前
８
時
３
０

分
～
午
後
５
時
 

午
後
５
時
～
午
後

１
０
時
 

鳥
取
市
福
部
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

講
堂
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
，
５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
，
０
０
０
円

研
修
室
（
１
）
（
２
）
、
IT

講
習
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

調
理
室
、
研
修
室
（
３
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

親
子
サ
ロ
ン
、
ロ
ビ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

施
設
名
 

区
分
 

午
前
８
時
３
０

分
～
午
後
５
時
 

午
後
５
時
～
午
後

１
０
時
 

鳥
取
市
国
府
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

多
目
的
ホ
ー
ル
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

５
，
０
０
０
円

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

視
聴
覚
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

食
生
活
改
善
室
、
研
修
室

（
１
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

児
童
室
、
研
修
室
（
２
）（
３
）

（
４
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

鳥
取
市
福
部
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

講
堂
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
，
５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
，
０
０
０
円

研
修
室
（
１
）
（
２
）
、
IT

講
習
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

調
理
室
、
研
修
室
（
３
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

親
子
サ
ロ
ン
、
ロ
ビ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
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会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

鳥
取
市
河
原
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

大
講
堂
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
０
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
，
０
０
０
円

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

会
議
室
（
和
室
）
、
第
１
研

修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

第
２
研
修
室
、
調
理
実
習
室
 
１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

鳥
取
市
用
瀬
町

民
会
館
 

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

教
養
室
、
調
理
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

中
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

小
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

鳥
取
市
河
原
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

大
講
堂
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
０
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
，
０
０
０
円

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

会
議
室
（
和
室
）
、
第
１
研

修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

第
２
研
修
室
、
調
理
実
習
室
 
１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

鳥
取
市
用
瀬
町

民
会
館
 

研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

教
養
室
、
調
理
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

中
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

小
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円
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 鳥
取
市
佐
治
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

中
会
議
室
、
講
義
室
、
視
聴

覚
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

中
研
修
室
、
児
童
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

第
１
研
修
室
、
第
２
研
修
室
、

茶
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

大
研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

鳥
取
市
気
高
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

第
１
会
議
室
、
第
２
会
議
室
、

第
３
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

和
室
、
ふ
れ
あ
い
室
、
視
聴

覚
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

調
理
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

鳥
取
市
青
谷
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
控
室
含

む
。
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

第
１
会
議
室
、
第
２
会
議
室
 
１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

鳥
取
市
佐
治
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

中
会
議
室
、
講
義
室
、
視
聴

覚
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

中
研
修
室
、
児
童
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

第
１
研
修
室
、
第
２
研
修
室
、

茶
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

２
０
０
円

大
研
修
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

鳥
取
市
気
高
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

第
１
会
議
室
、
第
２
会
議
室
、

第
３
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円

和
室
、
ふ
れ
あ
い
室
、
視
聴

覚
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

調
理
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

鳥
取
市
青
谷
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
控
室
含

む
。
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

第
１
会
議
室
、
第
２
会
議
室
 
１
時
間
に
つ
き
 

１
５
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

３
０
０
円
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第
３
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
営
利
目
的
で
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
１
０
割

増
の
額
と
す
る
。
 

   ３
 
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

４
 
調
理
実
習
室
等
に
お
け
る
使
用
料
の
内
訳
に
は
ガ
ス
、
水
道
代
等
を
含
む
も

の
と
す
る
。
 

５
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
 

 別
表
第
３
（
第
１
６
条
関
係
）
 

 
施
設
名
 

区
分
 

午
前
８
時
３
０

分
～
午
後
５
時
 

午
後
５
時
～
午
後

１
０
時
 

鳥
取
市
国
府
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
 

多
目
的
ホ
ー
ル
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
，
５
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

５
，
０
０
０
円

大
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

７
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

１
，
４
０
０
円

視
聴
覚
室
 

１
時
間
に
つ
き
 
１
時
間
に
つ
き

第
３
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
営
利
目
的
で
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
１
０
割

増
の
額
と
す
る
。
 

３
 
鳥
取
市
立
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
舞
台
の
み

を
練
習
又
は
準
備
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

４
 
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
調
理
実
習
室
等
に
お
け
る
使
用
料
の
内
訳
に
は
ガ
ス
、
水
道
代
等
を
含
む
も

の
と
す
る
。
 

６
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
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５
０
０
円
 
１
，
０
０
０
円

食
生
活
改
善
室
、
研
修
室

（
１
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

３
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

６
０
０
円

児
童
室
、
研
修
室
（
２
）（
３
）

（
４
）
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

第
３
会
議
室
 

１
時
間
に
つ
き
 

２
０
０
円
 

１
時
間
に
つ
き

４
０
０
円

備
考
 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。
 

２
 
営
利
目
的
で
使
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
１
０

割
増
の
額
と
す
る
。
 

３
 
鳥
取
市
立
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
舞
台
の
み

を
練
習
又
は
準
備
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に
定
め

る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

４
 
冷
暖
房
設
備
の
利
用
料
金
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
の
５
割
の
額
と
す
る
。
 

５
 
調
理
実
習
室
等
に
お
け
る
利
用
料
金
の
内
訳
に
は
ガ
ス
、
水
道
代
等
を
含
む

も
の
と
す
る
。
 

６
 
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
１
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
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鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
６
年
条
例
第
１
５
０
号
）
新
旧
対
照
表

 

改
正
後

 
改
正
前

 

○
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
平
成
１
６
年
９
月
３
０
日

 
鳥
取
市
条
例
第
１
５
０
号

 
（
目
的
）

 
第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４
条
の
２
及

び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
置
及
び
管

理
並
び
に
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
（
設
置
及
び
名
称
）

 
第
２
条
 
市
民
の
健
康
増
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
広
場
（
以
下
「
広
場
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。

 
 

名
称

 
位
置

 
鳥
取
市
美
穂
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
朝
月

 
鳥
取
市
大
和
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
倭
文

 
鳥
取
市
国
府
町
大
茅
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
国
府
町
栃
本

 
鳥
取
市
国
府
町
成
器
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
国
府
町
中
河
原

 
鳥
取
市
国
府
町
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
町
屋

 
鳥
取
市
国
府
町
美
歎
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
美
歎

 
鳥
取
市
国
府
町
荒
舟
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
荒
舟

 
鳥
取
市
国
府
町
高
岡
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
高
岡

 
鳥
取
市
国
府
町
麻
生
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
麻
生

 
鳥
取
市
国
府
町
三
代
寺
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
三
代
寺

 

○
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 
平
成
１
６
年
９
月
３
０
日

 
鳥
取
市
条
例
第
１
５
０
号

 
（
目
的
）

 
第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４
条
の
２
第

１
項
及
び
第
２
２
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
置

及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
（
設
置
及
び
名
称
）

 
第
２
条
 
市
民
の
健
康
増
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
広
場
（
以
下
「
広
場
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
。

 
 

名
称

 
位
置

 
鳥
取
市
美
穂
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
朝
月

 
鳥
取
市
大
和
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
倭
文

 
鳥
取
市
国
府
町
大
茅
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
国
府
町
栃
本

 
鳥
取
市
国
府
町
成
器
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
国
府
町
中
河
原

 
鳥
取
市
国
府
町
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
町
屋

 
鳥
取
市
国
府
町
美
歎
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
美
歎

 
鳥
取
市
国
府
町
荒
舟
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
荒
舟

 
鳥
取
市
国
府
町
高
岡
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
高
岡

 
鳥
取
市
国
府
町
麻
生
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
麻
生

 
鳥
取
市
国
府
町
三
代
寺
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
三
代
寺
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 鳥
取
市
国
府
町
谷
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
清
水

 
鳥
取
市
福
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
福
部
町
海
士

 
鳥
取
市
河
原
町
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

 
鳥
取
市
河
原
町
佐
貫

 
鳥
取
市
河
原
町
湯
谷
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
湯
谷

 
鳥
取
市
河
原
町
八
上
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
曳
田

 
鳥
取
市
河
原
町
河
原
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
長
瀬

 
鳥
取
市
河
原
町
国
英
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
山
手

 
鳥
取
市
河
原
町
天
神
原
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
天
神
原

 
鳥
取
市
河
原
町
稲
常
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

 
鳥
取
市
河
原
町
稲
常

 
鳥
取
市
用
瀬
町
興
徳
運
動
広
場

 
鳥
取
市
用
瀬
町
鷹
狩

 
鳥
取
市
用
瀬
町
社
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
用
瀬
町
宮
原

 
鳥
取
市
用
瀬
町
屋
住
運
動
場

 
鳥
取
市
用
瀬
町
屋
住

 
鳥
取
市
気
高
町
運
動
場

 
鳥
取
市
気
高
町
八
幡

 
鳥
取
市
青
谷
町
勝
部
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
紙
屋

 
鳥
取
市
青
谷
町
中
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
亀
尻

 
鳥
取
市
青
谷
町
日
置
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
山
根

 
鳥
取
市
青
谷
町
日
置
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
奥
崎

 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
青
谷

 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

 
鳥
取
市
青
谷
町
善
田

 
（
使
用
の
許
可
等
）

 
第
３
条
 
別
表
に
掲
げ
る
広
場
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、
別
表
に

掲
げ
る
広
場
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

鳥
取
市
国
府
町
谷
運
動
場

 
鳥
取
市
国
府
町
清
水

 
鳥
取
市
福
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
福
部
町
海
士

 
鳥
取
市
河
原
町
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

 
鳥
取
市
河
原
町
佐
貫

 
鳥
取
市
河
原
町
湯
谷
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
湯
谷

 
鳥
取
市
河
原
町
八
上
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
曳
田

 
鳥
取
市
河
原
町
河
原
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
長
瀬

 
鳥
取
市
河
原
町
国
英
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
山
手

 
鳥
取
市
河
原
町
天
神
原
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
河
原
町
天
神
原

 
鳥
取
市
河
原
町
稲
常
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

 
鳥
取
市
河
原
町
稲
常

 
鳥
取
市
用
瀬
町
興
徳
運
動
広
場

 
鳥
取
市
用
瀬
町
鷹
狩

 
鳥
取
市
用
瀬
町
社
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 
鳥
取
市
用
瀬
町
宮
原

 
鳥
取
市
用
瀬
町
屋
住
運
動
場

 
鳥
取
市
用
瀬
町
屋
住

 
鳥
取
市
気
高
町
運
動
場

 
鳥
取
市
気
高
町
八
幡

 
鳥
取
市
青
谷
町
勝
部
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
紙
屋

 
鳥
取
市
青
谷
町
中
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
亀
尻

 
鳥
取
市
青
谷
町
日
置
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
山
根

 
鳥
取
市
青
谷
町
日
置
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
奥
崎

 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
鳥
取
市
青
谷
町
青
谷

 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

 
鳥
取
市
青
谷
町
善
田

 
（
使
用
の
許
可
等
）

 
第
３
条
 
別
表
に
掲
げ
る
広
場
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
許
可
に
、
別
表
に

掲
げ
る
広
場
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
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 （
使
用
の
許
可
の
基
準
）

 
第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
広
場
の
使
用
を
許
可
し
な

い
も
の
と
す
る
。

 
（
１
） 
公
の
秩
序
を
乱
し
、又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
。

 
（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７

７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め
る
と
き
。

 
（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 
（
使
用
料
）

 
第
５
条
 
広
場
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。）
は
、
別
表
第
１

項
の
表
又
は
第
３
項
の
表
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
使
用

す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
使
用
料
の
減
免
）

 
第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
使
用
料
の
不
返
還
）

 
第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
若
し
く
は
使
用
者
の
責
め
に
帰

さ
な
い
事
由
に
基
づ
い
て
広
場
の
使
用
を
中
止
し
た
場
合
又
は
特
に
市
長
が
返
還
す
る
こ

と
を
相
当
と
認
め
た
と
き
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）

 
第
８
条
 
使
用
者
は
、
広
場
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
権

利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）

 

（
使
用
の
許
可
の
基
準
）

 
第
４
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
広
場
の
使
用
を
許
可
し
な

い
も
の
と
す
る
。

 
（
１
） 
公
の
秩
序
を
乱
し
、又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
。

 
（
３
）
 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７

７
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め
る
と
き
。

 
（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

 
（
使
用
料
）

 
第
５
条
 
広
場
の
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。）
は
、
別
表
に
定

め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
前
項
の
使
用
料
は
、
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
使
用

す
る
場
合
及
び
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
後
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
使
用
料
の
減
免
）

 
第
６
条
 
市
長
は
、
公
益
上
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
使
用
料
の
不
返
還
）

 
第
７
条
 
既
納
の
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
若
し
く
は
使
用
者
の
責
め
に
帰

さ
な
い
事
由
に
基
づ
い
て
広
場
の
使
用
を
中
止
し
た
場
合
又
は
特
に
市
長
が
返
還
す
る
こ

と
を
相
当
と
認
め
た
と
き
は
、
既
納
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
（
目
的
外
使
用
等
の
禁
止
）

 
第
８
条
 
使
用
者
は
、
広
場
を
許
可
に
係
る
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
権

利
を
他
に
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）
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 第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
広
場
の
使
用
を

制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

 
（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

 
（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

 
（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は

そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

 
（
行
為
の
制
限
等
）

 
第
１
０
条
 
広
場
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為

 
（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
行
為

 
（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為

 
（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及
び
営
利
を

目
的
と
し
た
行
為

 
（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行

為
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行
為
の
中
止

又
は
広
場
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
原
状
回
復
の
義
務
）

 
第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 
（
損
害
賠
償
）

 
第
１
２
条
 
広
場
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、
市
長
の
認
定

し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ
た
損
害

第
９
条
 
市
長
は
、
使
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
広
場
の
使
用
を

制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
し
、
又
は
そ
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
１
）
 
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

 
（
２
）
 
こ
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

 
（
３
）
 
使
用
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

 
（
４
）
 
前
３
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は

そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

 
（
行
為
の
制
限
等
）

 
第
１
０
条
 
広
場
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
（
１
）
 
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為

 
（
２
）
 
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
若
し
く
は
滅
失
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
行
為

 
（
３
）
 
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為

 
（
４
）
 
許
可
を
受
け
な
い
で
行
う
印
刷
物
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
又
は
配
布
及
び
営
利
を

目
的
と
し
た
行
為

 
（
５
）
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行

為
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
行
為
の
中
止

又
は
広
場
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
原
状
回
復
の
義
務
）

 
第
１
１
条
 
使
用
者
は
、
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 
（
損
害
賠
償
）

 
第
１
２
条
 
広
場
の
施
設
、
設
備
、
器
具
等
を
き
損
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、
市
長
の
認
定

し
た
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２
 
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
に
よ
っ
て
使
用
者
が
被
っ
た
損
害
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に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 
（
職
員
の
立
入
り
）

 
第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
広
場
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
む

こ
と
が
で
き
な
い
。

 
( 指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

) 
第
１
４
条
 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
以
下
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
。）
の
管
理
は
、

法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）

に
行
わ
せ
る
。

 
２
 
指
定
管
理
者
は
、
こ
の
条
例
及
び
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

適
正
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
指
定
管
理
者
の
業
務
の
範
囲
）

 
第
１
５
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
（
１
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
関
す
る
業
務

 
（
２
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

 
（
３
）
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
広
場
の
管
理
上
市
長
が
必
要
と
認
め
る
業
務

 
２
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
第
３
条
、
第
４

条
、
第
９
条
、
第
１
０
条
第
２
項
、
第
１
１
条
及
び
第
１
２
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
３
条
、
第
４
条
、
第
９
条
、
第
１
０
条
第
２
項
及
び
第
１
１
条
の
規
定
中
「
使

用
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
」
と
、「
市
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、「
使
用
者
」

と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
１
２
条
第
２
項
中
「
市
」
と
あ
る
の
は
「
市
及
び
指
定
管

理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 
（
利
用
料
金
）

 
第
１
６
条
 
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て

は
、
別
表
第
に
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理

者
が
定
め
る
。

 
２
 
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。

 

に
つ
い
て
は
、
市
は
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 
（
職
員
の
立
入
り
）

 
第
１
３
条
 
使
用
者
は
、
広
場
を
管
理
す
る
職
員
が
職
務
上
立
ち
入
る
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
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（
利
用
料
金
の
減
免
）

 
第
１
７
条
 
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
利

用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
(利
用
料
金
の
不
返
還

) 
第
１
８
条
 
既
納
の
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
た
基
準
に
よ
り
、
既
納
の
利
用
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
罰
則
）

 
第
１
９
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一

部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
（
当

該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、
５
万
円
と
す
る
。）
以
下
の
過

料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
５
万
円

以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
委
任
）

 
第
２
０
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 
附
 
則

 
（
施
行
期
日
）

 
１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
６
年
１
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
（
経
過
措
置
）

 
２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
国
府
町
町
民
運
動
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
５
年
国
府
町
条
例
第
７
号
）、
国
府
町
地
区
運
動
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
６
１
年
国
府
町
条
例
第
１
５
号
）、
国
府
町
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
４
年
国
府
町
条
例
第
５
号
）、
福
部

村
立
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
８
年
福
部
村
条
例
第
２
８

号
）、
福
部
村
屋
内
プ
ー
ル
等
の
設
置
管
理
条
例
（
平
成
６
年
福
部
村
条
例
第
９
号
）、
河
原

       （
罰
則
）

 
第
１
４
条
 
市
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
第
５
条
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一

部
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
（
当

該
５
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と
き
は
、
５
万
円
と
す
る
。）
以
下
の
過

料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
は
、
使
用
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
５
万
円

以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
委
任
）

 
第
１
５
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 
附
 
則

 
（
施
行
期
日
）

 
１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
６
年
１
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
（
経
過
措
置
）

 
２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
国
府
町
町
民
運
動
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
５
年
国
府
町
条
例
第
７
号
）、
国
府
町
地
区
運
動
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
６
１
年
国
府
町
条
例
第
１
５
号
）、
国
府
町
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
４
年
国
府
町
条
例
第
５
号
）、
福
部

村
立
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
８
年
福
部
村
条
例
第
２
８

号
）、
福
部
村
屋
内
プ
ー
ル
等
の
設
置
管
理
条
例
（
平
成
６
年
福
部
村
条
例
第
９
号
）、
河
原
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町
総
合
町
民
運
動
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
３
年
河
原
町
条
例
第
２
号
）、

河
原
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
維
持
管
理
規
程
（
昭
和
６
３
年
河
原
町
教
育
委
員
会
告
示
第
８
号
）、

用
瀬
町
営
社
会
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
０
年
用
瀬
町
条
例
第
１

３
号
）、
気
高
町
町
民
運
動
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
２
年
気
高
町
条

例
第
１
７
号
）、
青
谷
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元

年
青
谷
町
条
例
第
４
号
）
又
は
青
谷
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
青
谷
町
条
例
第
６
号
）（
以
下
こ
れ
ら
を
「
編
入
前
の
条
例
等
」
と

い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
相
当
規

定
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

 
３
 
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
編
入
前
の
条
例
等
の

例
に
よ
る
。

 
附
 
則
（
平
成
１
６
年
１
０
月
１
９
日
条
例
第
２
１
６
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
１
８
年
３
月
２
７
日
条
例
第
２
９
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
８
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
１
８
年
３
月
２
７
日
条
例
第
３
０
号
抄
）

 
（
施
行
期
日
）

 
１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
８
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
（
経
過
措
置
）

 
３
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
次
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
６
年
鳥
取
市
条
例
第
１
５
０
号
）
の
規
定

に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
新
条
例
の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

 
附
 
則
（
平
成
１
９
年
３
月
２
６
日
条
例
第
２
５
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
２
年
３
月
２
６
日
条
例
第
１
５
号
）

 

町
総
合
町
民
運
動
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
３
年
河
原
町
条
例
第
２
号
）、

河
原
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
維
持
管
理
規
程
（
昭
和
６
３
年
河
原
町
教
育
委
員
会
告
示
第
８
号
）、

用
瀬
町
営
社
会
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４
０
年
用
瀬
町
条
例
第
１

３
号
）、
気
高
町
町
民
運
動
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
２
年
気
高
町
条

例
第
１
７
号
）、
青
谷
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元

年
青
谷
町
条
例
第
４
号
）
又
は
青
谷
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
青
谷
町
条
例
第
６
号
）（
以
下
こ
れ
ら
を
「
編
入
前
の
条
例
等
」
と

い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
相
当
規

定
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

 
３
 
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
編
入
前
の
条
例
等
の

例
に
よ
る
。

 
附
 
則
（
平
成
１
６
年
１
０
月
１
９
日
条
例
第
２
１
６
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
１
８
年
３
月
２
７
日
条
例
第
２
９
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
８
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
１
８
年
３
月
２
７
日
条
例
第
３
０
号
抄
）

 
（
施
行
期
日
）

 
１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
８
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
（
経
過
措
置
）

 
３
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
次
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
鳥
取
市
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
６
年
鳥
取
市
条
例
第
１
５
０
号
）
の
規
定

に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
新
条
例
の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

 
附
 
則
（
平
成
１
９
年
３
月
２
６
日
条
例
第
２
５
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
２
年
３
月
２
６
日
条
例
第
１
５
号
）
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こ
の
条
例
は
、
平
成
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
４
年
３
月
２
２
日
条
例
第
２
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
４
年
９
月
２
６
日
条
例
第
３
２
号
）

 
（
施
行
期
日
）

 
１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
（
経
過
措
置
）

 
２
 
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
納
付
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
の
前
日

ま
で
に
納
付
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
３
 
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
使
用
、
利
用
又
は
入
館
に
よ
り
施
行
日
以
後
に
納
付
す
べ
き
義
務

が
生
じ
る
使
用
料
、
利
用
料
金
又
は
観
覧
料
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
５
年
３
月
２
１
日
条
例
第
２
３
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
５
年
１
２
月
２
０
日
条
例
第
６
２
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
６
年
６
月
３
０
日
条
例
第
２
５
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
６
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
７
年
６
月
２
９
日
条
例
第
２
７
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
７
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
７
年
９
月
２
５
日
条
例
第
３
６
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
７
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
 
 
年
 
 
年
 
 
日
条
例
第
 
 
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
別
表
（
第
５
条
、
第
１
６
条
関
係
）

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
４
年
３
月
２
２
日
条
例
第
２
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
４
年
９
月
２
６
日
条
例
第
３
２
号
）

 
（
施
行
期
日
）

 
１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
（
経
過
措
置
）

 
２
 
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
納
付
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
の
前
日

ま
で
に
納
付
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
３
 
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
使
用
、
利
用
又
は
入
館
に
よ
り
施
行
日
以
後
に
納
付
す
べ
き
義
務

が
生
じ
る
使
用
料
、
利
用
料
金
又
は
観
覧
料
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
５
年
３
月
２
１
日
条
例
第
２
３
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
５
年
１
２
月
２
０
日
条
例
第
６
２
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
６
年
６
月
３
０
日
条
例
第
２
５
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
６
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
７
年
６
月
２
９
日
条
例
第
２
７
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
７
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
 
則
（
平
成
２
７
年
９
月
２
５
日
条
例
第
３
６
号
）

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
７
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
  別
表
（
第
３
条
、
第
５
条
関
係
）
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（
旧
別
表
第
１
…
一
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕、
本
表
…
一
部
改
正
〔
平

成
２
７
年
条
例
２
７
号
〕）

 
１
 
鳥
取
市
国
府
町
運
動
場
・
鳥
取
市
福
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
鳥
取
市
気
高
町
運
動
場
使
用
料

 
区
分

 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

 
一
般

 
３
０
０
円

 
小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

 
１
５
０
円

 
障
害
者
等

 
無
料

 
備
考

 
１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。

 
２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
及
び
そ
の
付
添
人

 
（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護

状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年
法
律

第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
個
人
で
使
用
す
る
場
合

は
、
無
料
と
す
る
。

 
２
 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
料
金

 
区
分

 
利
用
料
金
（
１
時
間
に
つ
き
）

 
一
般

 
５
０
０
円

 
小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

 
２
５
０
円

 
障
害
者
等

 
無
料

 
備
考

 

（
旧
別
表
第
１
…
一
部
改
正
〔
平
成
２
４
年
条
例
３
２
号
〕、
本
表
…
一
部
改
正
〔
平

成
２
７
年
条
例
２
７
号
〕）

 
１
 
鳥
取
市
国
府
町
運
動
場
・
鳥
取
市
福
部
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
鳥
取
市
気
高
町
運
動
場
使
用
料

 
区
分

 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

 
一
般

 
３
０
０
円

 
小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

 
１
５
０
円

 
障
害
者
等

 
無
料

 
備
考

 
１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。

 
２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
及
び
そ
の
付
添
人

 
（
２
）
 
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
１
２
３
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護

状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年
法
律

第
１
７
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
祝
日
及
び
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
個
人
で
使
用
す
る
場
合

は
、
無
料
と
す
る
。

 
２
 
鳥
取
市
青
谷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料

 
区
分

 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

 
一
般

 
５
０
０
円

 
小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

 
２
５
０
円

 
障
害
者
等

 
無
料

 
備
考
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１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。

 
２
 
照
明
設
備
の
利
用
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額

と
す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
及
び
そ
の
付
添
人

 
（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ

れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
個
人
で

利
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
３
 
前
各
項
に
掲
げ
る
広
場
を
除
く
広
場
使
用
料

 
区
分

 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

 
一
般

 
２
０
０
円

 
小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

 
１
５
０
円

 
障
害
者
等

 
無
料

 
備
考

 
１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。

 
２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定

医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の

所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ

れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 

１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。

 
２
 
照
明
設
備
の
使
用
料
は
、
１
時
間
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
で
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。

 
３
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
４
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
及
び
そ
の
付
添
人

 
（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ

れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
５
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
個
人
で

使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
３
 
前
各
項
に
掲
げ
る
広
場
を
除
く
広
場
使
用
料

 
区
分

 
金
額
（
１
時
間
に
つ
き
）

 
一
般

 
２
０
０
円

 
小
学
生
、
中
学
生
、
高
齢
者

 
１
５
０
円

 
障
害
者
等

 
無
料

 
備
考

 
１
 
１
時
間
未
満
は
、
１
時
間
と
す
る
。

 
２
 
「
高
齢
者
」
と
は
、
６
５
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

 
３
 
「
障
害
者
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

 
（
１
）
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定

医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
又
は
生
涯
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の

所
持
者
及
び
そ
の
付
添
人

 
（
２
）
 
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
と
認
定
さ

れ
た
者
及
び
そ
の
付
添
人
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４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
個
人
で

使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。

 
 

４
 
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
に
小
学
生
又
は
中
学
生
（
市
民
に
限
る
。）
が
個
人
で

使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
す
る
。
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